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● 那賀町ホームページ h ttp s://w w w .tow n .toku sh im a-na ka .lg .jp /

● 那賀町携帯サイ ト  h ttp s://m ob ile .tow n .toku sh im a-n aka . lg . jp /

那賀町ホームページには携帯サイ ト も あり ます

携帯電話でも 那賀町のお知ら せや行事・ 連絡先や道路災害情報

など主な情報を見る こ と ができ ますので、ぜひご活用く ださ い。

https://www.town.tokushima-naka.lg.jp/
https://mobile.town.tokushima-naka.lg.jp/
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令和６ 年３ 月定例会議並びに会議の開催状況について令和６ 年３ 月定例会議並びに会議の開催状況について

日付 会議名 会議内容

３ 月５ 日

監査報告
例月現金出納検査、 定期監査、 行政監査、 財政援助団体等に対する
監査報告

本会議

開議

会議録署名議員の指名

委員会付託議案等の説明・ 質疑

先議議案等の説明・ 質疑・ 討論・ 採決

３ 月６ 日 本会議 一般質問

３ 月７ 日 本会議 一般質問

３ 月11日 総務文教常任委員会 付託議案審査並びに所管事項調査

３ 月12日 産業厚生常任委員会 付託議案審査並びに所管事項調査

３ 月14日

医療体制特別委員会

前回の振り 返り

病院・ 診療所の来年度予算から 見えてく る も の

病診連携について

その他

議会改革特別委員会

令和６ 年成人式アンケート について

議会アド バイ ザーについて

議会局職員の人事評価について

書籍、 印刷物の購入について

３ 月18日 全員協議会

議会改革特別委員会報告事項について

医療体制特別委員会報告事項について

研修、 視察等に関する プロ ジェ ク ト チームの確認について

移住者増を目指すプロ ジェ ク ト チームの協議内容報告について

建築物検討委員会について

理事者側から の報告事項について

（ 仮称） 県道19号及び県道28号改良促進期成同盟会の発足について

那賀町議会の住民に対する 対応を問う 意見書について

議員間自由討議

令和６ 年度議員視察研修について

その他最終日日程について

その他

第７ 回 那賀町議会表彰

受賞さ れた皆さ ん、 おめでと う ございま す。

３ 月５ 日に第７ 回那賀町議会表彰が行

われま し た。

こ の表彰は、 ス ポーツ、 学術部門にお

いて、 県大会以上の大会、 コ ンク ール等

で最優秀の成績を修めた者、 ま た善行が

優れ、 他の模範と な る 行動を と っ た 個

人・ 団体に贈ら れる も のです。

受賞さ れた方は以下の通り です。

（ 団体の部）

（ 個人の部）

種別 被表彰団体名 代表者氏名 成績又は業績

善行部門
中山

おたすけ隊
井上　 　 肇

困り ご と を 抱え る 高齢者増加を 懸念し 、 住民主体によ る

生活支援について検討し 、 令和５ 年５ 月に「 中山おたす

け隊」 を 設立。 現在21名の会員がおり 、 移送支援や家事

掃除、 家の修理など 地区住民の困り ご と 解決のために活

動し ている 。 支援実績は月平均６ ～7件ほど で、 月ご と の

利用者も 増加し てき ている 。

善行部門
出原

おたすけ隊
新田　 雄三

困り ご と を 抱え る 高齢者増加と 、 出原地区の橋の架け替

え工事に伴い、 徒歩での通院や買い物が困難な高齢者増

加も 予想さ れ、 令和５ 年３ 月に「 出原お助け隊」 を 設立。

2024年１ 月現在13名の隊員がおり 、 木の剪定や荷物の運

搬など 依頼内容は多岐に渡る 。 月の支援実績は平均15件

であ り 、 移送支援は地域で暮ら す高齢者の支え と なっ て

き ている 。

種別 学校名・ 学年 被表彰者氏名 成績又は業績

学術部門

徳島県立

那賀高等学校

森林ク リ エイ ト 科

３ 年

（ 御卒業）

耒見　 佳祐

日本学校農業ク ラ ブ連盟、 日本学校農業ク ラ ブ九州ブ

ロ ッ ク 連盟、 熊本県学校農業ク ラ ブ連盟、 全国農業高等

学校長協会、 全国農業高等学校長協会九州支部、 熊本県

農業関係高等学校長会、 熊本県高等学校教育研究会農業

部会　 主催

第74回　 日本学校農業ク ラ ブ全国大会令和５ 年度熊本大

会　 意見発表会　 分野Ⅱ類　 最優秀賞、 文部科学大臣賞
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令和６ 年３ 月定例会議一般質問通告一覧表令和６ 年３ 月定例会議一般質問通告一覧表

質問順 質問者 質問内容

１ 田村　 信幸 議員

那賀町内小・ 中学校における 避難訓練の状況並びに大規模災害に備える 取り 組みやタ ブレ ッ ト 端末
を 活用し た緊急連絡網の整備について。

能登半島地震を 受けて、「 那賀町地域防災計画」の確認や今後の見直し ・ 改善点（ 特に避難所の運営・
備蓄品の整備） について。

住宅用火災警報器の設置義務化に伴う 町内の現状と 課題及び近年の火災の発生状況と 原因につい
て。 ま た、 今後、 火災警報器や消火器の設置率を 上げる 有効策について。

２ 𠮷田　 行雄 議員
四季美谷温泉の今後について

那賀町、 旧木沢地区のこ れから について　 10年～20年後

３ 前田　 貞好 議員

南海ト ラ フ 地震について

国・ 県の事業の情報展開について

連絡員について

山のおも ちゃ美術館周辺の整備と あいあいラ ン ド の森林工房整備について

４ 野口　 　 穗 議員

町長の防災対策で最も 重視する 事項はなにか。

災害対策と し てのイ ン フ ラ 整備について

大規模災害における 情報収集要領について

那賀町行政の防災訓練の実施程度について

災害時の食糧確保策について

５ 連記かよ 子 議員

帯状疱疹ワ ク チン について

四季美谷温泉の活性化について

林業振興について

令和６ 年３ 月６ 日～３ 月７ 日

質問順 質問者 質問内容

６ 髙木　 健多 議員

自助、 互助、 共助の期待でき る 町民の災害時の対応について

自助の難し い町民に対する 災害時の対応について

防災を 基準に考えた山林整備について

７ 柏木　 　 岳 議員

子育て対策に愛がある のか。

消防職員の不祥事根絶は勤務体系の抜本的構造改革から 。

病院ま での救急時間の長時間化はこ れ以上見過ごせない。

県道28号と 19号の改良を 急かすこ と について。

８ 新居　 敏弘 議員

大規模地震対策について

避難所の生活の質向上について

国保税率の改定案について

子育て支援について

９ 重　 　 陵加 議員

米軍機の低空飛行問題について

はぐ く み医療費助成と ０ ～２ 歳児の保育料を中心に、 令和６ 年の子育て支援策について

防災や避難において女性の置かれている 現状について

女性の生理用品の配布事業と 防災備蓄活用について

10 亀井　 伸幸 議員

放課後子ど も 教室の状況と 安全管理員について

（ 仮称） 那賀町総合体育館内鷲敷図書室について

那賀町で暮ら す人を直接支援する 生活支援団体について

３ 月定例会議について令和６ 年

　 提出さ れた議案は、 次のと おり 議決さ れま し た。

◆　 議案及び議決結果一覧表　 ◆

議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

議案第９ 号 町道路線の認定について 全会一致 原案可決

議案第10号 町道路線の変更について 全会一致 原案可決

議案第11号
那賀町営残土処理場条例の一部改正について

町営残土処理場の安定的な整備を確保する ため、 使用料の見直し を行う も の
全会一致 原案可決

議案第12号

那賀町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する 条例の一部改正について

地方自治法の一部を 改正する 法律に基づく 、 会計年度任用職員に対する 勤勉手

当の支給に関する も の

全会一致 原案可決

議案第13号

那賀町職員の育児休業等に関する 条例の一部改正について

会計年度任用職員に対する 勤勉手当の支給を可能と する 条例改正に伴い、 育児

休業をし ている 会計年度任用職員の勤勉手当の支給を 対象外と し ている 条文を

削る も の

全会一致 原案可決

議案第15号

那賀町介護保険条例の一部改正について

介護保険制度の持続可能性を 確保する 観点から 、 今後の介護給付費の増加を 見

据え見直し を行う 改正を行う も の

全会一致 原案可決

議案第16号

那賀町社会体育施設条例の一部改正について

令和４ 年度から 整備を行ってま いり ま し た、「 那賀町総合体育館」 が完成する こ

と に伴い、 那賀町体育施設と し て追加する も の

全会一致 原案可決

日付 会議名 会議内容

３ 月22日 本会議

委員長報告

委員長報告に対する 質疑・ 討論・ 採決

追加議案の説明・ 質疑・ 討論・ 採決

議員派遣について

議会改革特別委員会中間報告について

医療体制特別委員会中間報告について

散会

３ 月26日 議員研修会

・ 内部統制研修

　 講師： 那賀町代表監査委員　 桝田  正憲 氏

・ E-STA T研修
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議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

議案第17号
那賀町使用料条例の一部改正について

那賀町総合体育館に係る 施設使用料について追加する も の
全会一致 原案可決

議案第18号

那賀町鷲敷野外活動センタ ー条例の一部改正について

那賀町野外活動センタ ーの施設使用料について、 上限額と し て改め、 実情に応

じ た柔軟性のある 適用をでき る よ う にする も の

全会一致 原案可決

議案第19号

那賀町手数料条例の一部改正について

地方公共団体の手数料の標準に関する 政令の一部が改正さ れたこ と に伴う 一部

改正であり 、「 高圧ガス 保安法」 の事務手続き の合理化に伴う 手数料の一部を改

正する も の

全会一致 原案可決

議案第20号

那賀町消防手数料条例の一部改正について

地方公共団体の手数料の標準に関する 政令の一部が改正さ れたこ と に伴う 一部

改正であり 、 消防事務に関する 申請手数料について一部を改正する も の

全会一致 原案可決

議案第21号

那賀町こ ど も はぐ く み医療費の助成に関する 条例の一部改正について

那賀町では18歳ま で対象と し ている 「 こ ど も はぐ く み医療助成制度」 の対象者

が、 徳島県の事業と し て拡大さ れる こ と に伴う も の

全会一致 原案可決

議案第22号
那賀町営単独住宅条例の一部改正について

町営単独住宅のう ち「 役場横住宅」 について用途を変更する ために削除する も の
全会一致 原案可決

議案第23号

那賀町おためし 住宅条例の一部改正について

議案第22号によ り 削除いたし ま す「 役場横住宅」 を 鷲敷地区のおためし 住宅と

し て追加する も の

全会一致 原案可決

議案第24号

那賀町特別会計条例の一部改正について

地方公営企業法第４ 条の規定に基づき 、 簡易水道事業、 集落排水事業を法的化

事業と する ため、 特別会計から 削除する も の

全会一致 原案可決

議案第25号

那賀町平谷簡易水道基金条例等の廃止について

簡易水道施設の改修等の財源と し 積立て運用する 基金である が、 法的化後につ

いては、 事業会計内での運用と する ため、 平谷他４ 簡易水道基金条例を 廃止す

る も の

全会一致 原案可決

議案第26号

那賀町簡易水道事業の設置に関する 条例の制定について

地方公営企業法第４ 条の規定に基づき 、 那賀町簡易水道事業の設置及び経営の

基本に関する 事項について定める も の

全会一致 原案可決

議案第27号

那賀町集落排水事業の設置に関する 条例の制定について

議案第26号と 同様に、 那賀町集落排水事業の設置及び経営の基本に関する 事項

について定める も の

全会一致 原案可決

議案第28号
令和５ 年度那賀町一般会計補正予算（ 第10号） について

◎165,311千円減額し 、 総額11,956,254千円と する
全会一致 原案可決

議案第29号
令和５ 年度那賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（ 第２ 号） について

◎13,919千円追加し 、 総額1,000,301千円と する
全会一致 原案可決

議案第30号
令和５ 年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（ 第５ 号） について

◎21,900千円減額し 、 総額415,852千円と する
全会一致 原案可決

議案第31号
令和５ 年度那賀町簡易水道事業特別会計補正予算（ 第３ 号） について

◎6,864千円減額し 、 総額315,150千円と する
全会一致 原案可決

議案第32号
令和５ 年度那賀町集落排水事業特別会計補正予算（ 第４ 号） について

◎1,001千円減額し 、 総額191,775千円と する
全会一致 原案可決

議案第33号
令和５ 年度那賀町ケーブルテレ ビ事業特別会計補正予算（ 第３ 号） について

◎7,500千円減額し 、 総額137,329千円と する
全会一致 原案可決

議案第36号
令和６ 年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計予算について

歳入歳出予算の総額を前年度よ り 3,596千円増額の417,410千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第37号
令和６ 年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算について

歳入歳出予算の総額を前年度よ り 9,787千円増額の193,349千円と 定める
全会一致 原案可決

議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

議案第38号
令和６ 年度那賀町介護保険事業特別会計予算について

歳入歳出予算の総額を前年度よ り 3,365千円増額の1,912,301千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第39号
令和６ 年度那賀町ケーブルテレ ビ事業特別会計予算について

歳入歳出予算の総額を前年度よ り 17,460千円増額の129,321千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第40号
令和６ 年度那賀町財産区事業特別会計予算について

歳入歳出予算の総額を昨年度と 同額の446千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第41号
令和６ 年度那賀町立上那賀病院事業会計予算について

歳入歳出予算の総額を前年度よ り 36,252千円減額の606,349千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第42号
令和６ 年度那賀町工業用水道事業会計予算について

収益的収入及び支出は前年度よ り 96千円減額の31,360千円と 定める
全会一致 原案可決

議案第43号

令和６ 年度那賀町簡易水道事業会計予算について

令和６ 年度から 地方公営企業法を 適用さ せる こ と と なり 、 公営事業会計予算と

し て計上する

収益的収入は168,808千円、 収益的支出は216,969千円と 定める

全会一致 原案可決

議案第44号

令和６ 年度那賀町集落排水事業会計予算について

令和６ 年度から 地方公営企業法を 適用さ せる こ と と なり 、 公営事業会計予算と

し て計上する

収益的収入は133,506千円、 収益的支出は171,341千円と 定める

全会一致 原案可決

議案第45号
工事請負契約の変更について

（ 令和４ ・ ５ 年度学校施設環境改善交付金事業那賀町総合体育館新築工事）
全会一致 原案可決

議案第46号 財産の取得について（ ダム水源の森を守り 育てる 事業） 全会一致 原案可決

議案第47号

那賀町指定金融機関の指定について

現在の指定金融機関であ る 阿南農業協同組合が令和６ 年４ 月１ 日付けで合併

し 、「 徳島県農業協同組合」 と なる こ と から 指定を行う も の

全会一致 原案可決

議案第48号
那賀町相生総合交流促進施設「 も みじ 川温泉」 の指定管理者の指定について

株式会社ケーブルテレ ビあなんを指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

議案第49号
那賀町木沢森林総合利用施設ファ ガス の森「 高城」 の指定管理者の指定について

那賀町心身障害者会を指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

議案第50号
那賀町特産物展示即売所山の家「 奥槍戸」 の指定管理者の指定について

木頭森林組合を指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

議案第52号
那賀町木沢デイ サービス センタ ーの指定管理者の指定について

社会福祉法人那賀町社会福祉協議会を指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

議案第53号
那賀町木沢物産センタ ー施設の指定管理者の指定について

徳島県農業協同組合を指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

議案第54号
物品購入契約の締結について

令和５ 年度町単独代替バス 公用車購入事業
全会一致 原案可決

議案第55号
那賀町木頭図書館の指定管理者の指定について

株式会社Wood Headを指定管理者と し て指定する も の
全会一致 原案可決

諮問第１ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮問第２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮問第３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮問第４ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

発議第１ 号
令和６ 年議会成人式アンケート 結果に基づく 、 若年層へ展開する 施策について

の提言に関する 決議について
全会一致 原案可決

請願第２ 号 健康保険証の廃止を中止する よ う 国に働き かける こ と を求める 陳情について 継続審査
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議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

請願第３ 号
年金制度における 外国人への脱退一時金の是正を 求める 意見書の採択を 求める

陳情について
継続審査

陳情第１ 号 監査機能の強化に関する 要望について 文書配布

◎各議員の賛否（ 賛否の分かれた議案）　 賛成…〇　 反対…×

議案番号 議　 案　 名
亀
井

髙
木

重
前
田

野
口

静
田
村

山
上

柏
木

田
中

・・
田

連
記

新
居

久
川

結
果

議案第14号
那賀町国民健康保険税条例の一部改正について

国民健康保険税率及び、 保険税額の改正を 行う も の

欠
席

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ○ ×
議
長

可
決

議案第34号

令和６ 年度那賀町一般会計予算について
歳入歳出予算の総額を 前年度の骨格予算から 総合体

育館建築経費を 除いたも のよ り 4.6億円増額の94億円
と 定める

欠
席

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議
長

可
決

議案第35号

令和６ 年度那賀町国民健康保険事業特別会計予算に
ついて

歳入歳出予算の総額を 前年度よ り 7,801千円増額の
1,000,241千円と 定める

欠
席

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議
長

可
決

議案第51号

那賀町木沢シカ肉等加工施設の指定管理者の指定に
ついて

ノ ヴィ ルホールディ ングス 株式会社を 指定管理者と

し て指定する も の

欠
席

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長

可
決

請願第１ 号
家族従事者の働き 分を 認めない所得税法第56条の廃
止を求める 請願について

欠
席

× ○ × × × × × ○ × × × ○ 議
長

不
採
択

令和６ 年度 那賀町自転車ヘルメ ッ ト 着用促進事業

自転車用ヘルメ ッ ト の購入代金

半額補助し ます。 上限3 ,0 0 0 円

那賀町では、町民の自転車事故による被害軽減対策に取り 組みます！

令和５ 年４ 月施行の「 改正道路交通法」 により 、 自転車利用者にヘルメ ッ ト 着用の努力義務が法定化ヘルメ ッ ト を 着用

するこ と により 助かる命が数多く あり ますので、 是非、 こ の機会に補助制度を 活用し てヘルメ ッ ト を 購入し まし ょ う 。

補助対象者： 那賀町に住所を有する方

補助の対象と なるヘルメ ッ ト ：

　 　 　 　 　 安全基準に適合するこ と を 認証し たも の【 SG ・ JCF・ CE・ G S・ CPSC】 マーク

申請方法： 次の①～③を お持ちになり 那賀町役場総務課 又は各支所窓口で申請し てく ださ い。

①安全基準がわかるも の（ ヘルメ ッ ト 本体、 写真、 取扱説明書等）

②ヘルメ ッ ト 購入時の領収書又はレ シート （ コ ピー）

　（ 商品名・ 購入金額・ 購入日及び販売店が明記さ れているも の）

③振込希望口座の通帳（ 申請者名義のも の）

※以前に交付を受けら れた使用者の方は申請でき ません

※申請は使用者１ 名につき １ 回限り と し ます。

申請期間： 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月3 1 日（ ※期間中の領収書等が対象と なり ます。）

問合せ先： 那賀町役場総務課 交通安全担当　 0 8 8 4 -6 2-1 1 2 1

阿
波
の
道 

ゆ
ず
る
心
と 

待
つ
ゆ
と
り

（ 仮称） 相生地域交流センタ ーについて、 建築物事業計画議会審議会において各議員が評価し た平均点を、 令和

６ 年３ 月2 6 日、 評価に関する各議員の意見を添えて町長に提出いたし まし た。

※N o .1 　 構造、 効率性、 緊急性、 注意喚起、 発注方式は、 回答があっ た人数における平均

※合計点は、 全員の平均

建築物事業計画　 議会審議会確認項目　（ 仮称） 相生地域交流センタ ー

判断理由・ 評価コ メ ント

議員評価について議員評価について

N o 1 必要性 地域性 妥当性 計画規模 構造 効率性 緊急性 経済喚起 発注方式 合計

点数 20 2 0 20 2 0 1 0 2 0 2 0 1 0 1 0 1 5 0点満点

評価の平均点 17 .9  1 6 .1  1 9 .6  1 5 .4  7 .1  1 3 .8  1 6 .5  6 .9  7 .9  1 1 7 .5  

N o 2 間取り ・ 外構 発信力 類似施設比較 住民意思反映 職員意思反映 合計

点数 2 0 2 0 2 0 2 0 0 8 0点満点

評価の平均点 1 6 .9  1 3 .8  1 3 .5  1 6 .8  1 4 .6  7 2 .5  

必要性（ 建物自体に町民の需要があるか）

・ 相生中央公民館が解体さ れ、 地域等の会合や避難所と し ての需要がある。

・ 町民の要望なので、 必要性はある。

・ 現状のも のが耐震性老朽化で使用不可のため、 妥当である。

・ 公民館と し て利用は多い。

・ 町民全体より も 一部住民。

・ 相生中央公民館老朽化に伴う 地域住民の長年にわたる要望大。

・ 地元住民の要望度は高い。

・ こ れまでも 多く の人が利用し てき た実績がある。

地域性（ 計画場所は地域バラ ンスに配慮さ れているか）

・ 相生支所や商工会、 社会福祉協議会の本所に隣接し ており 、 人口を 考えても 場所は妥当

・ 地域と の調整はし っ かり し ていると 考えるが、 他地域より は同様施設は多いと 思う 。

・ 当該地区なので妥当であるが、 相生地区住民以外の使用は想定さ れていない？

・ 林業ビジネスセンタ ーがあり 、 こ の地域にこ の大き さ は？

・ 現在地が最適。

・ 公民館と 同様の集会ができ る施設が同敷地内にいく つも あり 、 近隣に林業ビジネスセンタ ーも ある。

・ 場所と し ては、 地区の中心であり 最適である。

妥当性（ 町が必ずし も やら なければなら ないか）

・  相生中央公民館の跡地利用かつ地域交流拠点、 様々な会合、 住民と 行政によるまちづく り 中核拠点と し て町がやる

必要がある。

・ 町で実施すべき

・ 住民の公民館なので。 民間事業では回収でき ず無理だろ う 。

・ 住民の利用が多い。

・ 妥当。

・ 中央公民館は町の直営。

・ 公共施設の設置に関する事業である。

・ 公共なも のなので、 民間ではでき ない。
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計画規模（ その規模は妥当であるか）

・ 様々な機能を加味さ れており 規模は妥当

・ 妥当だと 考える。

・ 人口減少など今後を考えると 、 大き い規模に感じ る。

・ 倉庫、 書庫が多すぎ。

・ 住民の要望及び町のまちづく り 計画によるも の。

・ ２ 階は書庫であり 、 公民館スペースは１ 階部分のみである。

・ 地域の方と の話し 合いの結果であるので、 妥当である。

・ ロビーで投票し なく ても 、 大会議室を使用し ても よいのでは。

緊急性（ 他の事業に優先し て行わなければなら ない事業か）

・ 避難所と し ての機能を 有するこ と から 優先し て整備する必要がある。

・ 優先すべき 。

・ 災害時の避難所でも あるので。 し かし 、 防災内容を し っ かり 充実でき ているか？

・ 現在の状態から すれば妥当。

・ 地域住民の長年の強い思いは、 議会への請願で理解でき る。

・ 役場相生庁舎、 健康センタ ー、 老人福祉センタ ー、 林業ビジネスセンタ ーで代替でき る。

・ ハード 面では、 納得でき る。

経済喚起（ 公共投資による地域経済への効果が期待できるか）

・ 様々な会合、 まちづく り の中核拠点と し ての機能、 コ ワーキングスペースなどにより 期待し たい。

・ 地域経済においては効果は薄いと 考える。

・ こ れによっ て営利事業は直接ない。 住民主体のN PO やまちづく り 団体など入居の可能性も 検討でき たのでは。

・ おおむね妥当。

・ 期待でき る。

・ こ の規模であれば、 地元建設会社の対応が可能。

・ 経済への効果は薄いと 思う が、 コ ミ ュ ニティ の核と し ては必要である。

発注方式（ 入札・ コ ンペ・ プロポーザルの選択は建物に適し たも のか）

・ 問題はないと 考えるが、 詳細がまだ不明な点が多いので中間と する。

・ 手続き を順当に踏んだも のと 認識し ている。

・ 妥当。

・ 選択は適切。

・ ２ 階は書庫であり 、 １ 階部分のみで大き く 特色化でき る大き さ ではなく 、 入札方式が妥当。

間取り ・ 外構（ 利用者・ 職員の使い勝手への配慮は十分か）

・ 設計、 計画段階から 、 町民（ 地域住民） の意向を聞き ながら 進めている。

・ 住民と の議論を 重ね配慮さ れていると 考える

・ 意見を聞き 、 修正を重ねたと 聞いている。

・ 住民と の打合わせを実施し ている。

・ ２ 階電動シャ ッ タ ー必要性低い。

・ 特に問題なし 。

・ 主たる利用者と の事前打ち合わせはでき ているよう である。

・ 相生支所や老人福祉センタ ーの近く であり 、 住民の利便性は高い。

・ ト イ レの男女入口が向き合っ ている。 再考を。

構造（ 施工方法は町産材利用に配慮さ れたも のか）

・ 消防等関係法令に基づいて最大限利用に配慮さ れている。

・ 建物の利用、 構造等を 踏まえ配慮はさ れていると 考えるが、 利用でき る箇所が少ないのは残念。

・ 見える所以外も 構造材、 下地材などにも 積極的に使っ ていっ てほし い。

・ 単年度で町材確保は？

・ 安全性や耐震性が最優先さ れるので、 町産材利用は限定的にはなる。

・ 配慮はさ れているが革新的な量と は言えない。 PRと し ては弱い。

・ 利用でき る範囲については、 最大限利用さ れている。

効率性（ 予算計画は妥当か）

・ 妥当。（ 全国的な資材費高騰を加味）

・ 妥当だと 考える。

・ 4 0 年使えると し ても 年間1 ,0 0 0 万。 4 0 年後の人数はいかに。 年間使用率を どう 維持するか。 高い出費に感じ る。

・ 現在は判断でき ない。

・ 現在の原料高、 人件費高では許容でき る。

・ 広さ から 適正価格を割り 出し ても 、 民間取引と 比較し て大幅に高い。

・ 物価高騰の折、 妥当と 言わざるを 得ない。

発信力（ 地域内外にアピールできる要素を備えているか）

・ フ リ ーW i-Fiやコ ワーキングスペース、 内装に町産材を 用いており 、 アピール要素あり 。

・ 地域外にアピールする要素はあまり ないと 考える

・ 現時点では不明。 相生地区住民にはそう かも だが、 その他の地区には？

・ 判断でき ない。

・ 相生地区の交流センタ ーと し てアピール大。

・ 発信力と し ては弱い。

・ 地域外と いう と 難点はあるが、 こ れまでも さ まざまな団体が利用し ている。

類似施設比較（ 類似施設と 比較し 、 長所・ 短所を加味し たも のか）

・ 十分に加味さ れている。

・ 周辺類似施設と 代わり 映えし ない箇所も 多いと 考える。

・ 町の重要な文書の一部の倉庫があるこ と で職員の出入り も あり 、 従来型と は異なる展開も 期待でき る。

・ 判断でき ない。

・ こ れまでの経験を活かし ている。

・ ユニバーサルデザイ ンには配慮が見ら れる。

・ 判断する材料がない。

住民意思反映（ 利便性等住民意思の反映は十分か）

・ 設計、 計画段階から 地域住民の意向を聞き ながら 進めている。

・ 住民の意見には特に気を遣い配慮さ れていると 考える

・ そのよう に捉えている。（ 意見を聞き ながら 計画し たと 聞いている。）

・ 多く の意見をまと めている。

・ 判断でき ない。

・ 支所が窓口と し て対応し ている。

・ 主たる利用者と の事前打ち合わせはでき ているよう である。

・ 十分である。
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職員意思反映（ 施設で働く 職員の意思反映は十分か）

・ 地域住民と 一緒に使い勝手などを 検討し ており 、 行政側の意向も 反映さ れている。

・ こ の施設に対し ての職員の熱意を 感じ ている

・ そのよう に捉えている。（ 意見を聞き ながら 計画し たと 聞いている。）

・ 判断でき ない。

・ 全ての職員の意思反映は難し いと 思う 。

・ 施設で働く 職員の常駐はないよう である。

・ 職員と いう より 住民の意思が大である。

■議員総合評価（ 二次評価） ■

一次評価のと おり

担当者の説明を 受け、 担当者他関係者の熱意を 感じ た次第です。 住民の意見の吸い上げ等、 地域と の調整にも 配慮

し 、 素晴ら し いと 考える。 以後も より 良い施設と なる様努力さ れる事と 感じ た説明でし た。 よろ し く お願いいたし

ます。

計画は住民や職員など実際利用する者の意見が反映さ れたと 聞く が、 人口減少が急速に進む今後の展望は十分見ら

れていないので、 計画にどう 盛り 込むか。 も う 少し 、 いろ いろ な発想があっ ても 良かっ たのではと 思う 。

・ 自分自身の勉強不足　 ・ 工法、 材料、 図面等　 ・ 利用者、 住民の意見を聞く 場面が限定的

現在の建物の老朽化により 必要性は認めるが、 支所地区内に４ つの大き な物は疑問。 また、 倉庫を ２ 階に設置する

利点が見えない。 また、 老人福祉センタ ーには大会議室があり 、 ２ つ必要か？

相生中央公民館老朽化に伴い、 建替え要望を 地域住民団体が長年にわたり 、 町、 相生支所、 教育委員会、 そし て議

会にも 請願を 提出し てき た経緯を 承知し ており 、 今回、 まちづく り の視点から （ 仮称） 相生地域交流セン タ ーと し

て周辺施設と 一体と なっ た建築物であるこ と に十分理解でき る。

住民要望は強いが、 同一敷地内に似通っ た建物が３ つ４ つある。 今後の財政を 考えた場合、 新設ではなく 増築など

で効率的な運用ができ なかっ たか。 こ こ 数年で、 役場相生庁舎の建て直し 、 林業ビジネスセンタ ーの新築、 そし て

今回の公民館。 どう し ても 付け焼刃での計画の誹り が否めない。 当然公民館も あればよいが、 予算配分は優先順位

を どう つけるかである。 民生部門に手厚いサービスを 行う など同額予算を 別のサービスと 比較するなど明示し てい

れば住民の判断も 変わっ た可能性がある。「 あれも こ れも 」 の時代ではなく 、「 優先順位をどう つけるか」 である。

1 0 年ほど前から 地域住民の強い要望があっ た建物です。 設計図にし ても 住民から のいろ いろ 要望も あっ ての設計み

たいです。 図面を 見ると 、 土地も 無駄なく 考えてく れていると 思います。（ あまり 予算にこ だわると 永久性のある建

物はでき ない。 金の無駄遣いになる）

昭和南海地震（ 1 94 6 年） が発生し てから 7 0 年以上が経過し ている現在、 次の南海ト ラ フ 地震発生の切迫

性が高まっ ている。 １ 月１ 日に発生し た能登半島地震の際にも 避難所の確保が課題と なっ ている。 災害、

防災の面から も 、 地域の核と なる施設であり 、 コ ミ ュ ニティ の絆の要と なる施設である。

若年層若年層へのへの施策提言書施策提言書をを

提出し まし た提出し まし た
　 那賀町議会では、 令和６ 年議会成人式アン ケート 結果に基づき、 子ども たちを 含む若年層に対し

て効果的施策が必要であると 考え、令和６ 年３ 月2 2 日、町に対し 次のよう に提言書を提出し まし た。

　 令和６ 年１ 月２ 日、 令和５ 年度の該当者に対し て開催さ れた成人式に出席し た新成人に対し 、

那賀町議会が実施し たアンケート によっ て、 新成人が考える「 政治及びまちづく り 」 への関心度

合いの回答を得まし た。

　 その結果から 、 那賀町の将来を 担う 若年層に対し て、 定住またはU タ ーンを促すための効果的

な施策が必要であると 考え、 アンケート 結果を添え、 提言し たも のです。

（ １ ）  子育て支援についての関心が高まっ ているが、 要因は子育て世代の経済的高負担が理由で

あるこ と が多いと 考える。 その改善や解決を 本町の課題と し て捉え、 本町でより 良い子育

てを するために、 ふるさ と 納税による寄付金を 子育て施策に特化し た形で活用するこ と な

どを 検討課題と し て求める。 また、 子育て世帯にアン ケート を 取り 、 子育てを する 親目線

でどんなこ と が必要かを 調査し 、 幼児教育及び保育の無償化や、 放課後子ども ク ラ ブを 塾

や習い事と 一体化し 充実さ せる など、 住民にも 協力を 仰ぎ、 町を 挙げた政策と し て全住民

の課題と し て取り 組んでいく こ と が大切だと 考える 。 町づく り を 官民一体と なり 共有する

こ と を求める。

（ ２ ）  また、 道路交通網の整備についても 関心が高い。 こ れは主に徳島市へ通ずる 道路交通網の

整備と いっ たこ と に不足を 感じ ていると 考える。 また、 公共交通においても 路線の縮小な

どサービスの低下により さ ら なる不便を強いら れる現状がある。 県道1 9 号、 2 8 号、 また国

道1 95 号を 主と し た町内の基幹道路や生活道の改良についても、 我々議会と と も に関係機

関への要請活動の強化を求める。

（ ３ ）  一度町外に転出し たと し ても 様々な理由で本町に帰っ てく る選択肢は若者にも 存在する 。 そ

れは家族や実家の事情であるこ と が多いと 考える。 そう いっ たU タ ーン需要は少なく はない

はずだが、 課題と なるのが仕事と 住まいである。 仕事の選択肢は少なく 、 間取り や利便性等

が考慮さ れた、 住みたいと 思える賃貸住宅が少ない。 町の管理する住宅や宿泊施設を、 周辺

環境も 含めて民間に管理委託する こ と を 検討し 、 若者が住みたいと 思える賃貸住宅にリ ノ

ベーショ ンをするなど等の政策を求める。

（ ４ ）  第一次産業従事に対する関心について、 アン ケート 結果から は林業は依然と し て低く 、 農

業においては少し 上昇し たよう に受け取れる。 本町の食糧自給率を 上げるためにも、 よ り

若者に興味を も っ ても ら える政策を 行う べき である。 また、 林業においては、 町内の職業

と し ての広報活動が弱いと 感じ る。 教育機関等と も 連携し 、 那賀町を支える基幹産業をも っ

と 魅力的に発信する政策を求める。

●提言に至っ た背景は、 次のと おり です

●提言の内容

やまびこ 相談のお知ら せやまびこ 相談のお知ら せ相談料無料

不明なこ と があれば那賀町保健医療福祉課にお問い合わせく ださ い。

お問い合わせ　 TEL 0 8 8 4 -6 2-1 1 1 5     m a il syo uga i@ naka . i-to kush im a .j p

※プラ イ バシーは必ず守り ますので安心し てご相談く ださ い。

　 上記の相談支援事業所の専門相談員が相談に応じ ます。 尚、 やまびこ 相談は事前予約制（ ※開催日の４ 日

前まで） です。 那賀町役場保健医療 福祉課障がい福祉担当または各支所窓口へご連絡く ださ い。

● 令和6 年度 障がいに関する相談日程

月 やまびこ 相談開催日時 開催場所 担当事業所

４ ・ ５ ・ ６ ・ ７ 月 ５ 月1 4日(火)　 午前1 0時～  相生庁舎会議室又は
 役場各支所
※ 訪問をご希望の場合

は、 予約の際に
　 お申し 出下さ い。

こ なん

８ ・ ９ ・ 10・ 11月 ８ 月６ 日(火)　 午前1 0時～ 相談支援  ひのみね

12 ・ １ ・ ２ ・ ３ 月 12 月1 0日(火)　午前10時～ 相談支援事業  淡島学園
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令和６ 年成人式アンケート 集計結果令和６ 年成人式アンケート 集計結果 令和６ 年１ 月２ 日 実施令和６ 年１ 月２ 日 実施

●その他回答： 全ての項目や３ つ以上の項目の選択あり

●その他回答： 未定

■Ｑ １ あなたの性別は？

■Ｑ ２ どの地区で育ちまし たか？

■Ｑ ３ 現在のお住まいは？

■Ｑ ５ 現在従事し ているも し く は将来なり たい職業は？（ ２ つまで選択可）

■Ｑ ４ 将来、那賀町に住んでいたい！？

■Ｑ ６ 現在の那賀町で不足し ているも し く は力を入れて欲し い政策は何か？（ ３ つまで選択可）

総配布数 4 5 回答数 4 0 回収率 88 .8 9 ％

回答数 割合%

性別 R6年 R4 年 R3年 R2年

女　 性 16 4 0 .0 5 4 .5 3 3 .3 6 2 .5

男　 性 23 5 7 .5 4 5 .5 6 6 .7 3 7 .5

無回答 1 2 .5 - - -

合計 40 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

回答数 割合%

R6年 R4 年 R3年 R2年

鷲　 敷 17 42 .5 2 7 .3 3 8 .1  4 6 .9  

相　 生 15 3 7 .5 4 2 .4 4 2 .9  2 6 .5  

上那賀 5 1 2 .5 6 .1 1 4 .3  8 .2  

木　 沢 0 0 .0 3 .0 4 .8  2 .0  

木　 頭 3 7 .5 2 1 .2 0 .0  1 6 .3  

その他 0 0 .0 0 .0 0 .0  0 .0  

合計 40 100 .0 1 0 0 .0  1 0 0 .0  1 0 0 .0  

回答数 割合%

R6年 R4 年 R3年 R2年

鷲　 敷 9 22 .5 1 5 .2 4 .8 2 6 .5

相　 生 1 2 .5 1 8 .2 9 .5 8 .2

上那賀 4 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

木　 沢 0 0 .0 0 .0 4 .8 0 .0

木　 頭 1 2 .5 0 .0 0 .0 2 .0

県　 内 10 2 5 .0 2 7 .3 3 3 .3 2 8 .6

県　 外 15 37 .5 3 6 .4 4 2 .9 2 8 .6

無回答 0 0 .0 3 .0 4 .8 6 .1

合計 40 100 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

回答数 割合%

R6年 R4年 R3年 R2 年 女 男 無

ずっ と 住んでいたい 3 7 .5 9 .1 1 4 .3 2 8 .6 0 3 0

就職を契機に那賀町に戻り たい 6 15 .0 1 2 .1 4 .8 0 .0 2 4 0

子育てを契機に那賀町に戻り たい 3 7 .5 3 .0 0 .0 1 2 .2 2 1 0

仕事をする間は、 町外に住んで、 退職後や老後

は那賀町に戻り たい
9 22 .5 3 9 .4 3 8 .1 2 2 .4 3 6 0

町外に住みたい 19 47 .5 3 3 .3 4 2 .9 3 6 .7 9 9 1

無回答 0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 0 0

合　 　 計 40 1 00 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 6 2 3 1

回答数 割合%

R6年 順位 R4 年 R3年 R2 年 H3 1年 H30 年

子育て支援 19 2 0 .7 1 位 1 1 .8 1 2 .0 3 0 .4 2 2 .2 2 6 .1

買い物の利便性 1 9 20 .7 1位 2 7 .1 2 0 .0 1 9 .6 1 7 .2 2 6 .1

防犯・ 防災の充実 7 7 .6 5位 1 .2 2 .0 1 2 .7 8 .1 1 1 .7

道路交通網の整備 12 13 .0 3位 17 .6 1 4 .0 2 .9 1 0 .1 9 .0

自然・ 環境保護 5 5 .4 9位 0 .0 2 .0 5 .9 8 .1 6 .3

人情味や地域の連帯感 1 1 .1 1 0位 2 .4 0 .0 6 .9 7 .1 6 .3

産業や働く 場の充実 7 7 .6 5 位 1 5 .3 2 6 .0 6 .9 4 .0 4 .5

教育･文化・ スポーツ環境の整備 8 8 .7 4位 3 .5 6 .0 6 .9 4 .0 3 .6

医療・ 福祉の充実 7 7 .6 5位 5 .9 6 .0 4 .9 1 2 .1 3 .6

若者向け住宅の整備 7 7 .6 5位 15 .3 1 0 .0 2 .9 7 .1 2 .7

その他 0 0 .0 - 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0

合　 　 計 92 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

※育っ た地区別 鷲敷 相生 上那賀 木沢 木頭 その他

ずっ と 住んでいたい 2 0 1 0 0 0

就職を契機に那賀町に戻り たい 3 2 0 0 1 0

子育てを契機に那賀町に戻り たい 1 2 0 0 0 0

仕事をする間は、 町外に住んで、 退職後や老後

は那賀町に戻り たい
5 3 0 0 1 0

町外に住みたい 6 8 4 0 1 0

無回答 0 0 0 0 0 0

合　 　 計 17 15 5 0 3 0

※現在の住まい別 鷲敷 相生 上那賀 木沢 木頭 県内 県外 無回答
ずっ と 住んでいたい 2 0 1 0 0 0 0 0  

就職を契機に那賀町に戻り たい 2 0 0 0 1 1 2 0  

子育てを契機に那賀町に戻り たい 1 0 0 0 0 1 1 0  

仕事をする間は、 町外に住んで、 退職後や老後

は那賀町に戻り たい
1 1 0 0 0 3 4 0  

町外に住みたい 3 0 3 0 0 5 8 0  

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0  

合　 　 計 9 1 4 0 1 10 15 0  

回答数 割合% R4年 R3 年

農 業 4 9 .5 2 .3 4 .0

林 業 1 2 .4 2 .3 0 .0

建設・ 建築業 1 2 .4 0 .0 0 .0

公 務 員 8 1 9 .0 3 0 .2 2 4 .0

製 造 業 8 1 9 .0 1 6 .3 1 2 .0

飲 食 業 2 4 .8 4 .7 0 .0

医 療 ・ 介 護 7 1 6 .7 1 1 .6 1 2 .0

情 報 通 信 業 2 4 .8 7 .0 1 6 .0

金 融 ・ 保 険 2 4 .8 2 .3 8 .0

そ の 他 6 1 4 .3 2 0 .9 2 0 .0

無 回 答 1 2 .4 2 .3 4 .0

合　 　 計 42 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

男性

23 名

女性

16 名

無回答 １ 名

その他 ０ 名

上那賀

５ 名

相生

15 名

鷲敷

1 7名

木頭 ３ 名

木沢 ０ 名

鷲敷

９ 名

上那賀

４ 名
県内

10名

県外

1 5名

相生

１ 名

木沢

１ 名

無回答 ０ 名

就職を契機に那賀町に戻り たい

６ 名

ずっ と 住んでいたい

３ 名

町外に住みたい

19 名

子育てを契機に那賀町に戻り たい

３ 名

仕事をする間は、 町外に住んで、

退職後や老後は那賀町に戻り たい

９ 名

無回答 ０ 名

無回答 １ 名

その他

６ 名

金融・ 保険

２ 名

医療・ 介護

７ 名

情報

通信業

２ 名

農業

４ 名

林業 １ 名

建設・ 建築業

1 名

公務員

８ 名

製造業

８ 名

飲食業

２ 名
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住宅の耐震化・ 減災化と 危険空き 家の住宅の耐震化・ 減災化と 危険空き 家の

解体補助について解体補助について
　 地震によ る人的被害には、建物倒壊によ る圧死等に加え、家具類の転倒が起因と なっ　 地震によ る人的被害には、建物倒壊によ る圧死等に加え、家具類の転倒が起因と なっ

たも のも 多く 報告さ れています。 命を 守る 備えと し て、 お住まいの耐震化はも ち ろ んたも のも 多く 報告さ れています。 命を 守る 備えと し て、 お住まいの耐震化はも ち ろ ん

ですが、 家具を 固定する などの安全対策（ 減災化） も 重要です。ですが、 家具を 固定する などの安全対策（ 減災化） も 重要です。

予算枠に限り があり ますので、お早めに防災課またはお近く の各支所までご相談く ださ い。予算枠に限り があり ますので、お早めに防災課またはお近く の各支所までご相談く ださ い。

① 住宅減災化支援事業① 住宅減災化支援事業

　　 高齢世帯（ 6 5 歳以上） の方や介護を 必要と さ れる 方を 対高齢世帯（ 6 5 歳以上） の方や介護を 必要と さ れる 方を 対

象に、 相談員による家具家電の固定状況等の点検と 、 点検で象に、 相談員による家具家電の固定状況等の点検と 、 点検で

判明し た危険箇所の対策工事費の補助事業です。 点検は無料判明し た危険箇所の対策工事費の補助事業です。 点検は無料

で、対策工事費の補助率は４ /５ 、補助額は最大１ 万６ 千円（ 感で、対策工事費の補助率は４ /５ 、補助額は最大１ 万６ 千円（ 感

震ブレ ーカ ーを設置する場震ブレ ーカ ーを設置する場合はプラ ス1合はプラ ス1 0 万円） です。0 万円） です。

② 耐震診断支援事業② 耐震診断支援事業

　 木造住宅の耐震診断費の補助事業で す。 平成1 2 年５ 月　 木造住宅の耐震診断費の補助事業で す。 平成1 2 年５ 月

3 1 日以前に着工さ れた木造住宅が対象と なり ます。 自己負3 1 日以前に着工さ れた木造住宅が対象と なり ます。 自己負

担と し て３ 千円が必要です。 耐震診断を 受けら れて、 かつ担と し て３ 千円が必要です。 耐震診断を 受けら れて、 かつ

耐震改修を 予定さ れている 方は、 改修工事の参考と なる 補耐震改修を 予定さ れている 方は、 改修工事の参考と なる 補

強強計画の作成が無料で受けら れます。計画の作成が無料で受けら れます。

③ 耐震改修支援事業③ 耐震改修支援事業

　 木造住宅の本格的な耐震改修費の補助事業です。 補助率　 木造住宅の本格的な耐震改修費の補助事業です。 補助率

は４ /５ で、 補助額は最大1 0 0 万円（ 感震ブレ ーカ ーを 設置は４ /５ で、 補助額は最大1 0 0 万円（ 感震ブレ ーカ ーを 設置

すする場合はプラ ス1 0 万円） です。る場合はプラ ス1 0 万円） です。

④ 耐震シェ ルタ ー設置支援事業④ 耐震シェ ルタ ー設置支援事業

　 寝室など の部屋１ 室を 補強する 耐震シェ ルタ ー設置費の　 寝室など の部屋１ 室を 補強する 耐震シェ ルタ ー設置費の

補助事業です。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大8 0 万円で補助事業です。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大8 0 万円で

す。 耐震ベッ ド 設置の場合は、 補助率は４ /５ で、 補助額はす。 耐震ベッ ド 設置の場合は、 補助率は４ /５ で、 補助額は

最大最大4 0 万円です。4 0 万円です。

⑤ 住まいのスマート 化支援事業⑤ 住まいのスマート 化支援事業

　 耐震改修や耐震シ ェ ルタ ーと 併せて行う 、 ICTやAIを 活　 耐震改修や耐震シ ェ ルタ ーと 併せて行う 、 ICTやAIを 活

用し た設備（ 見守り セン サー、 スマート ロ ッ ク 等） を 設置用し た設備（ 見守り セン サー、 スマート ロ ッ ク 等） を 設置

するスマート 化工事の補助事業です。 補助率は２ /３ で、 補するスマート 化工事の補助事業です。 補助率は２ /３ で、 補

助助額は最大3 0 万円です。額は最大3 0 万円です。

⑥ 住宅の住替え支援事業⑥ 住宅の住替え支援事業

　 現在居住し ている 昭和5 6 年５ 月3 1 日以前に着工さ れた　 現在居住し ている 昭和5 6 年５ 月3 1 日以前に着工さ れた

木造住宅が老朽化し 、 新たに住替えや建替えを する 場合の木造住宅が老朽化し 、 新たに住替えや建替えを する 場合の

解体費補助事業です。 補助率は２ /５ で、 補助額は最大3 0解体費補助事業です。 補助率は２ /５ で、 補助額は最大3 0

万万円です。円です。

⑦ 老朽危険空き 家等除却支援事業⑦ 老朽危険空き 家等除却支援事業

　 倒壊の危険があり 、 かつ地震等災害で倒壊し た場合に周　 倒壊の危険があり 、 かつ地震等災害で倒壊し た場合に周

辺道路を ふさ ぐ おそ れのある 空き 家の解体費補助事業で辺道路を ふさ ぐ おそ れのある 空き 家の解体費補助事業で

す。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大8 0 万円です。 補助対す。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大8 0 万円です。 補助対

象になるかどう かを「 空き 家判定業務」 によ り 判定し ます。象になるかどう かを「 空き 家判定業務」 によ り 判定し ます。

判判定費用は無料です。定費用は無料です。

⑧ ブロッ ク 塀等撤去支援事業⑧ ブロッ ク 塀等撤去支援事業

　 安全対策に不備があり 、 かつ地震等災害で倒壊し た場合　 安全対策に不備があり 、 かつ地震等災害で倒壊し た場合

に周辺道路を ふさ ぐ おそれのある ブ ロ ッ ク 塀等の撤去費補に周辺道路を ふさ ぐ おそれのある ブ ロ ッ ク 塀等の撤去費補

助事業です。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大８ 万円です。助事業です。 補助率は４ /５ で、 補助額は最大８ 万円です。

■Ｑ ７ 那賀町っ てどんなイ メ ージ？

田舎、 ゆっ たり と し た田舎、 素晴ら し い故郷、 きれいな町、 自然豊か、 地域の人が優し い、 と おい、 ゆず、田舎、 ゆっ たり と し た田舎、 素晴ら し い故郷、 きれいな町、 自然豊か、 地域の人が優し い、 と おい、 ゆず、

空気がきれい、 人が温かい空気がきれい、 人が温かい

那賀町役場 防災課　 TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 8 3

医療・ 福祉の充実

7 票

若者向け住宅の整備

７ 票

その他  ０ 票

子育て支援

1 9 票

教育･文化・ スポーツ

環境の整備

８ 票

産業や働く 場の充実

７ 票

人情味や地域の連帯感

1 票

自然・ 環境保護

５ 票
道路交通網の整備

1 2 票

防犯・ 防災の充実

７ 票

買い物の

利便性

1 9 票
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那賀町地域を守る農業者支援事業那賀町地域を守る農業者支援事業
　 那賀町では、 農業用機械等の更新や農業用施設の修繕の際に発生する多大な費用負担による離農や、　 那賀町では、 農業用機械等の更新や農業用施設の修繕の際に発生する多大な費用負担による離農や、

それに伴う 耕作放棄地増加を抑制すると と も に、 持続可能な農業経営と 地域農業の振興を 目的と し て支それに伴う 耕作放棄地増加を抑制すると と も に、 持続可能な農業経営と 地域農業の振興を 目的と し て支

援を行います。援を行います。

　 令和６ 年２ 月３ 日にあななんアリ ーナにて開催さ れた「 第９ 回あななんカ ッ プ阿南少年フ ッ ト サル大会 　 令和６ 年２ 月３ 日にあななんアリ ーナにて開催さ れた「 第９ 回あななんカ ッ プ阿南少年フ ッ ト サル大会 

U -1 2 」 において、 ピソ セレーザが準優勝し まし た！U -1 2 」 において、 ピソ セレーザが準優勝し まし た！

※ ピソ セレーザは、 令和５ 年度を も ちまし て部員不足につき 休部と なり まし た。 先輩達が成し 遂げた優勝を 目標

に挑んだ、 今大会は３ 年生から ６ 年生全員が出場し 、 準優勝する事ができ まし た。

　  監督、コ ーチ、O B、O G 、保護者の皆様、こ れまで関わっ てく ださ っ た方々、本当にあり がと う ございまし た。

※申請額が予算の範囲を超えた場合は、 選考と なり ます。

※申請にあたっ ては複数の要件がございます、詳し く は農業振興課までお問合せく ださ い。

【 受付期間】 令和６ 年５ 月1 3 日（ 月） ～令和６ 年５ 月3 1 日（ 金）【 受付期間】 令和６ 年５ 月1 3 日（ 月） ～令和６ 年５ 月3 1 日（ 金）

第1 3 回「 那賀町を愛する心」 少年の主張弁論大会

補助対象者 ①認定新規就農者・ ②認定農業者・ ③農業者（ ※前年の農業収入が5 0 万円以上）

補助対象

A　 営農を 続ける のに必要不可欠な農業用の機械・ 器具の購入

　   （ １ 台あたり の本体価格が消費税抜1 0 万円以上である も の）　

B　 営農を 続ける のに必要不可欠な農業用施設の修繕

  　（ １ 箇所あたり の事業費が税抜事業費1 0 万円以上である も の）　

補 助 率

認定農業者・ 認定新規就農者　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

税抜事業費の５ /1 0 以内　 ※補助限度額2 0 万円　 千円未満切り 捨て

農業者： 税抜事業費の３ /1 0 以内　 ※補助限度額1 2 万円　 千円未満切り 捨て

【 申請受付・ お問合せ】　

那賀町役場　 農業振興課（ 相生庁舎内 那賀町延野字王子原3 1 -１ ）  TEL 0 8 8 4 –6 2 –3 7 7 6

　 　「 も んてこ ーい」

　 私は、 地元を離れて町外や県外で仕事や生活をし ている 那賀町出身の人たちにこ の言葉

を 贈り たいです。

　 私は、 小学校低学年の頃、 旧桜谷小学校や旧木沢小学校で行われた「 那賀町も んてこ い祭り 」 に参加し ま し た。

こ の祭り には、 町内のも んてこ い劇団のメ ンバーや町内の子ど も たちが、 古里への思いを歌や踊り で披露する 祭り

です。 私はこ の祭り に参加し て、 広い体育館の舞台から 大き な声で「 那賀町にも んてこ ーい」 と 叫んだこ と を覚え

ていま す。 こ のと き 私は、 自分たちの呼びかけで地元に帰ってき てく れる 人が増えたら 嬉し いなと いう 気持ちでし

た。 し かし 、 中学生になり 、 将来こ の町や社会を支える 立場に近づいてき た今と なれば、 も んてこ い祭り のよ う な

行事や活動を通し て那賀町をも っと 活気のあふれる 町、 ま たは「 帰り たい」 と 思える 町にし たい。 ま た、 そのよ う

な町にする ための活動について考える 必要がある 。 と いう よ う な考え方に変わってき ま し た。

　 そこ で、 いろいろな人にも っと 那賀町を 知っても ら い、 アピ ールする 必要がある と 考えま し た。 そのアピ ールす

る 具体的な内容は２ つあり ま す。

　 １ つ目は、 空き 屋を リ フ ォ ームし て、 家以外の他の目的で利用する こ と です。 皆さ んも ご 存じ の通り 、 那賀町は少

子高齢化と いう 大き な問題を抱えていま す。 そし て、 こ の空き 屋についても 少子高齢化によ っ て起き る 問題の１ つで

す。 し かし 、 そんな空き 屋をリ フ ォ ームし て例えば、 古民家カフ ェ やレ ス ト ラ ンができ たと する と ど う でし ょ う 。

那賀町内の人はも ちろん、 多く の人に知っ ても ら えれば町外から も たく さ んの人が訪れてく れる よ う になる と 思い

ま す。 ま た、 空き 屋を リ フ ォ ームし て利用する と いう こ と は、 昔ながら の歴史的外観を大切にし つつ新し いも のを

取り 入れる こ と ができ る と いう こ と にも 繋がってく る ので、 すごく 良いこ と だと 思いま す。

　 ２ つ目は、 季節ごと に開催する イ ベント を増やすこ と です。 現在でも 、 那賀町の美し い景色が見ら れる 時期に、

四季折々の様々なイ ベント が開催さ れていま すが、 も っ と イ ベント を 増やすこ と によ り 、「 那賀町はイ ベント がた

く さ んあっ て楽し い！」「 那賀町でし か感じ る こ と のでき ない行事がある ！」 など と 人気がでる と 思いま す。 祭り

やイ ベント があれば、 それを 目当てに地元に帰っ てく る 人も 多く なっ てく る と 思う ので、「 帰り たいと 思える 町」

にし ていく き っかけにも なる はずです。 こ のよ う な内容が実現さ れれば、 那賀町は元気で活気あふれる 町になり 、

人と の繋がり が生ま れてく る のではないでし ょ う か。

　 私が思う 帰り たい町は、 たく さ んの思い出がつま った風景や場所、 豊かさ を身にし みて実感でき る 大自然、 そし

て人の温かさ を感じ ら れる 場所がある こ と です。 ま さ に、 こ の那賀町です。 私は、 那賀町が大好き です。 だから こ

そ、 今の那賀町をよ り 良いも のにし ていき たいと いう 思いがある のだと 思いま す。 私は大人になっても ずっと 、 私

の大好き な那賀町を、帰り たいと 思える 故郷がある と いう こ と を、思い続けていたいです。それは私だけではなく 、

誰も がそう 思える 素敵な町にし ていき たいと 思っていま す。 最後に、 那賀町を離れて暮ら し ている 那賀町民のみな

さ んに伝えたいこ と があり ま す。「 よ り いい町になる よ う 頑張る けん、 那賀町にも んてこ ーい」

誰も が「 また帰り たい」と 思える町に

相生中学校　 二年　 平瀬　 奈々

●予選リ ーグ　 　 　 　 　 　  ●優勝決定戦

ピソ セレーザ ４ -１  羽ノ 浦　   ピソ セレーザ ２ -５  見能林

ピソ セレーザ ３ -１  富岡

試合結果

第９ 回 あななんカッ プ第９ 回 あななんカッ プ

阿南少年フッ ト サル大会 U阿南少年フッ ト サル大会 U--12 12 準優勝！準優勝！
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林道・ 作業道開設延長の拡大 3 7 4 ,9 3 5 千円

特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円） 特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円）

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 財 産 区 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所事業特別会計 町立上那賀病院事業会計（ 公営企業会計）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 工業用水道事業会計（ 公営企業会計）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 簡 易 水 道 事 業 会 計（ 公営企業会計）

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 集 落 排 水 事 業 会 計（ 公営企業会計）

特別会計当初予算 当初予算合計　

◆性質別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

1

人 件 費  

公 債 費  

扶 助 費  

2
普通建設事業費  

災害復旧事業費  

3

物 件 費  

繰 出 金  

補 助 費 等  

積 立 金  

維 持 補 修 費  

予 備 費  

貸 付 金  

義務的経費  千円1

投資的経費  千円2

その他経費  千円3

◆目的別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

歳出予算内訳

令和６ 年度
那賀町当初予算のお知ら せ

当初予算合計　

一般会計当初予算

歳入予算内訳

区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比
地方交付税  

地方債  

県支出金  

国庫支出金  

地方消費税交付金  

地方譲与税  

法人事業税交付金  

環境性能割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金  

地方特例交付金  

交通安全対策特別交付金  

利子割交付金  

繰入金  

町税  

使用料及び手数料  

諸収入  

寄附金  

繰越金  

財産収入  

分担金負担金  

依存財源

国・ 県から 交付さ れる 財源

で、こ の比率が大き いほど 、

国や県に依存し ている 。

自主財源

町税や使用料など 、 町が自

主的に収入でき る 財源のこ

と 。

令和６ 年度　 那賀町当初予算の概要

　 令和６ 年度の一般会計当初予算総額は、 対前年度比8.74％

減の94億円と なり ま す。 こ れは、 令和５ 年度が那賀町総合体

育館建設事業の影響によ り 大き なも のと なっ ていたためで、

それら を 除く と 令和６ 年度は令和５ 年度を 上回る 規模と なっ

ており ま す。

　 「 第２ 期那賀町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」 を 含めた

主な事業と し ては、 来たる べき 大規模災害に対応する ため、 避

難所の機能強化のための備品及び備蓄食料の購入， と く ぎん

ト モニア リ ーナ那賀（ 那賀町総合体育館） を 有効活用し 、 町

内の方の健康増進や町内外の交流人口の増加に繋げる 各種イ

ベン ト やス ポーツ 教室等の開催， 那賀町の情報発信の基礎と

なる ホ ーム ページの改修、 SN Sと の一体運営、 ま た住民の方

が使いやすいア プリ の導入やその情報発信など を 実施する た

めの委託料， 町外に働き に出ら れている 方や役場業務時間外

において、 利便性の向上を 図る ためコ ン ビ ニでの住民票・ 印

令和６ 年度 一般会計予算における 総合戦略事業

林業機械導入事業 1 2 ,8 7 2 千円

木材生産量の拡大 4 7 ,2 8 6 千円

　 主伐や間伐材搬出に対する 補助及び再造林に対する 補助に加

え、 林業事業体等への間接的補助を 横断的に実施し 、 林業の成

長産業化を 推進し ま す。

鳥獣害対策事業 3 3 ,4 5 0 千円

　 農林水産物の鳥獣害対策のため、 従来のネッ ト 、 電気柵の設

置に加え大型檻の設置経費を 助成する と と も に、 有害鳥獣駆除

捕獲委託事業を 行いま す。 ま た高齢化する 駆除班の後継者作り

のため、 狩猟免許取得や狩猟保険に対する 助成を 行いま す。

中山間地域等直接支払交付金 4 0 ,2 4 2 千円

　 中山間地域での条件不利農地の保全を 図る 取組を 支援し ま す。

多面的機能支払交付金 2 ,7 2 0 千円

　 地域の共同活動に係る 支援を 行い、 地域資源の適切な保全管

理を 推進する こ と によ り 、 農業、 農村の有する 多面的機能が今

後と も 適切に維持発揮さ れる と と も に、 担い手農家への農地集

積と いう 構造改革を 後押し し ま す。

広域営農団地整備事業 3 ,3 6 5 千円

　 県が実施し ている 広域農道阿南丹生谷線整備工事を 行い、 農

業の振興と 活性化を 図り ま す。

森林管理サポート セン タ ー

によ る 施業支援
1 1 9 ,0 0 4 千円

　 森林経営管理制度の推進について「 と く し ま 南部地域森林管

理シス テム推進協議会」 と 連携し 、 森林整備の推進を 図り ま す。

林道維持管理事業 1 4 ,9 4 5 千円

　 林道及び作業道の維持管理を 行い、 林道、 作業道の機能維持

を 行いま す。

１ ． 安定し て働き 続けるこ と ができ る 那賀町における

「 し ごと 」 の創生

⑴　 新し い雇用の創出

新規就農者への営農支援 6 ,7 5 0 千円

　 経営開始資金によ り 若手の新規就農者に対する 支援を 行い
ま す。

　 新たな林業への起業や現場の木材生産体制等の強化を 目指す
林業事業体等に対し て、 林業機械等の導入支援を 実施する こ と
によ り 、 町産材の増産等によ る 経営の安定化を 図り 、 併せて新
規林業就業者の増加を 図り ま す。

　 木材輸送コ ス ト や森林施業コ ス ト を 削減する ため、 林道の
開設工事や改良工事を 行い、 林業振興を 図り ま す。

　 バイ オマス タ ウ ン 構想を 含め、 未利用材を 活用し た産業等
の活性化を 図り 、 雇用の創出を 図り ま す。

　 新たな補助支援事業の“那賀町地域を 守る 農業者支援事業”
を はじ め、 農業生産物の種苗代金等の補助や、 特産品物流対
策費補助、 その他各種団体への活動費補助など を 通じ て農業
の振興と 活性化を 図り ま す。

農業者支援 1 0 ,5 5 0 千円

未利用材の有効利用による

新規雇用者
2 ,9 6 6 千円

ド ロ ーン利用促進事業 4 ,4 1 0 千円

　 ド ロ ーン推進室サイ ト 運営やド ロ ーン展に出展する こ と によ

り 、 取り 組みを 全国にＰ Ｒ し 、 ド ロ ーンによ る ま ちおこ し を 図

り ま す。

森林の境界明確化事業に関する

雇用の拡大
3 3 ,9 8 0 千円

　 豊かな森林を 次世代に引き 継ぐ ため、 森林境界の調査確定事

業を 拡大し 、 森林経営管理の推進を 図り ま す。

観光施設等美化事業 1 6 ,6 3 1 千円

　 厳し い雇用情勢に対処する ための雇用創出事業と し て、 草刈

等によ る 施設美化のための地域雇用創出作業員を 雇用し ま す。

⑵　 地域産業における 雇用拡大

林業従事者の雇用拡大 2 1 ,1 8 7 千円

　 林業従事者を募る イベント 等を開催するととも に、 新規就業者

の技術習得支援や林業事業体に対する 社会保険料等の支援を行

う こと により 、 生産性の向上や林業経営基盤の安定を図り ます。

鑑証明書の交付を 可能と する ための委託料， 耕地を 守り 営農を

継続する こ と に必要な農業用機械や農業用施設に対し て、 町独

自の補助事業の新設等であり ま す。

　 財政状況においては、 地方交付税における 合併特例が終了し 、

今後の人口減少によ っ てさ ら に地方交付税が減少する こ と が予

想さ れま す。 ま た、 合併特例債についても 今年度が最終年度と

なり 、 発行可能額も 残り 僅かと なっ ている ため、 イ ン フ ラ 整備

に必要と なる 普通建設事業や合併前に建設さ れた施設の老朽化

に伴う 長寿命化、 類似施設の集約化、 廃止など に必要な経費を

補う ための財源確保が重要であり ま す。

　 そう し た状況のなか、 長期的な視野に立っ て、 人口減少と 地

域経済の衰退を 克服し 、 定住人口や交流人口の増加を 地域経済

の発展につなげ、 本町が有する 地域の特性や強みを 活かし 、 町

の魅力を 発信し ていく こ と によ り 、 活力あ る ま ちづく り に努め

てま いり ま す。
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0.77%

28.49%

15.87%

10.48%

9.53%

1.29%

7.81%

3.83%

5.80%
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417,410
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446

667,573

68,548

324,193

237,376

4 ,950 ,758千円

※公営企業会計の予算額は、 「 収益的支出」 と 「 資本的支出」 の予算額を 合計し たも のである 。

広報なか広報なか 広報なか広報なか

林道・ 作業道開設延長の拡大 3 7 4 ,9 3 5 千円

特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円） 特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円）

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 財 産 区 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所事業特別会計 町立上那賀病院事業会計（ 公営企業会計）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 工業用水道事業会計（ 公営企業会計）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 簡 易 水 道 事 業 会 計（ 公営企業会計）

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 集 落 排 水 事 業 会 計（ 公営企業会計）

特別会計当初予算 当初予算合計　

◆性質別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

1

人 件 費  

公 債 費  

扶 助 費  

2
普通建設事業費  

災害復旧事業費  

3

物 件 費  

繰 出 金  

補 助 費 等  

積 立 金  

維 持 補 修 費  

予 備 費  

貸 付 金  

義務的経費  千円1

投資的経費  千円2

その他経費  千円3

◆目的別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

歳出予算内訳

令和６ 年度
那賀町当初予算のお知ら せ

当初予算合計　

一般会計当初予算

歳入予算内訳

区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比
地方交付税  

地方債  

県支出金  

国庫支出金  

地方消費税交付金  

地方譲与税  

法人事業税交付金  

環境性能割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金  

地方特例交付金  

交通安全対策特別交付金  

利子割交付金  

繰入金  

町税  

使用料及び手数料  

諸収入  

寄附金  

繰越金  

財産収入  

分担金負担金  

依存財源

国・ 県から 交付さ れる 財源

で、こ の比率が大き いほど、

国や県に依存し ている 。

自主財源

町税や使用料など、 町が自

主的に収入でき る 財源のこ

と 。

令和６ 年度　 那賀町当初予算の概要

　 令和６ 年度の一般会計当初予算総額は、 対前年度比8.74％

減の94億円と なり ま す。 こ れは、 令和５ 年度が那賀町総合体

育館建設事業の影響によ り 大き なも のと なっ ていたためで、

それら を 除く と 令和６ 年度は令和５ 年度を 上回る 規模と なっ

ており ま す。

　 「 第２ 期那賀町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」 を 含めた

主な事業と し ては、 来たる べき 大規模災害に対応する ため、 避

難所の機能強化のための備品及び備蓄食料の購入， と く ぎん

ト モニア リ ーナ那賀（ 那賀町総合体育館） を 有効活用し 、 町

内の方の健康増進や町内外の交流人口の増加に繋げる 各種イ

ベン ト やス ポーツ 教室等の開催， 那賀町の情報発信の基礎と

なる ホ ーム ページの改修、 SN Sと の一体運営、 ま た住民の方

が使いやすいア プリ の導入やその情報発信など を 実施する た

めの委託料， 町外に働き に出ら れている 方や役場業務時間外

において、 利便性の向上を 図る ためコ ン ビ ニでの住民票・ 印

令和６ 年度 一般会計予算における 総合戦略事業

林業機械導入事業 1 2 ,8 7 2 千円

木材生産量の拡大 4 7 ,2 8 6 千円

　 主伐や間伐材搬出に対する 補助及び再造林に対する 補助に加

え、 林業事業体等への間接的補助を 横断的に実施し 、 林業の成

長産業化を 推進し ま す。

鳥獣害対策事業 3 3 ,4 5 0 千円

　 農林水産物の鳥獣害対策のため、 従来のネッ ト 、 電気柵の設

置に加え大型檻の設置経費を 助成する と と も に、 有害鳥獣駆除

捕獲委託事業を 行いま す。 ま た高齢化する 駆除班の後継者作り

のため、 狩猟免許取得や狩猟保険に対する 助成を 行いま す。

中山間地域等直接支払交付金 4 0 ,2 4 2 千円

　 中山間地域での条件不利農地の保全を 図る 取組を 支援し ま す。

多面的機能支払交付金 2 ,7 2 0 千円

　 地域の共同活動に係る 支援を 行い、 地域資源の適切な保全管

理を 推進する こ と によ り 、 農業、 農村の有する 多面的機能が今

後と も 適切に維持発揮さ れる と と も に、 担い手農家への農地集

積と いう 構造改革を 後押し し ま す。

広域営農団地整備事業 3 ,3 6 5 千円

　 県が実施し ている 広域農道阿南丹生谷線整備工事を 行い、 農

業の振興と 活性化を 図り ま す。

森林管理サポート セン タ ー

によ る 施業支援
1 1 9 ,0 0 4 千円

　 森林経営管理制度の推進について「 と く し ま 南部地域森林管

理シス テム推進協議会」 と 連携し 、 森林整備の推進を 図り ま す。

林道維持管理事業 1 4 ,9 4 5 千円

　 林道及び作業道の維持管理を 行い、 林道、 作業道の機能維持

を 行いま す。

１ ． 安定し て働き 続ける こ と ができ る 那賀町における

「 し ごと 」 の創生

⑴　 新し い雇用の創出

新規就農者への営農支援 6 ,7 5 0 千円

　 経営開始資金によ り 若手の新規就農者に対する 支援を 行い
ま す。

　 新たな林業への起業や現場の木材生産体制等の強化を 目指す
林業事業体等に対し て、 林業機械等の導入支援を 実施する こ と
によ り 、 町産材の増産等によ る 経営の安定化を 図り 、 併せて新
規林業就業者の増加を 図り ま す。

　 木材輸送コ ス ト や森林施業コ ス ト を 削減する ため、 林道の
開設工事や改良工事を 行い、 林業振興を 図り ま す。

　 バイ オマス タ ウ ン 構想を 含め、 未利用材を 活用し た産業等
の活性化を 図り 、 雇用の創出を 図り ま す。

　 新たな補助支援事業の“那賀町地域を 守る 農業者支援事業”
を はじ め、 農業生産物の種苗代金等の補助や、 特産品物流対
策費補助、 その他各種団体への活動費補助など を 通じ て農業
の振興と 活性化を 図り ま す。

農業者支援 1 0 ,5 5 0 千円

未利用材の有効利用によ る

新規雇用者
2 ,9 6 6 千円

ド ロ ーン 利用促進事業 4 ,4 1 0 千円

　 ド ロ ーン推進室サイ ト 運営やド ロ ーン 展に出展する こ と によ

り 、 取り 組みを 全国にＰ Ｒ し 、 ド ロ ーン によ る ま ちおこ し を 図

り ま す。

森林の境界明確化事業に関する

雇用の拡大
3 3 ,9 8 0 千円

　 豊かな森林を 次世代に引き 継ぐ ため、 森林境界の調査確定事

業を 拡大し 、 森林経営管理の推進を 図り ま す。

観光施設等美化事業 1 6 ,6 3 1 千円

　 厳し い雇用情勢に対処する ための雇用創出事業と し て、 草刈

等によ る 施設美化のための地域雇用創出作業員を 雇用し ま す。

⑵　 地域産業における 雇用拡大

林業従事者の雇用拡大 2 1 ,1 8 7 千円

　 林業従事者を募る イベント 等を開催するととも に、 新規就業者

の技術習得支援や林業事業体に対する 社会保険料等の支援を行

う こと により 、 生産性の向上や林業経営基盤の安定を図り ます。

鑑証明書の交付を 可能と する ための委託料， 耕地を 守り 営農を

継続する こ と に必要な農業用機械や農業用施設に対し て、 町独

自の補助事業の新設等であり ま す。

　 財政状況においては、 地方交付税における 合併特例が終了し 、

今後の人口減少によ っ てさ ら に地方交付税が減少する こ と が予

想さ れま す。 ま た、 合併特例債についても 今年度が最終年度と

なり 、 発行可能額も 残り 僅かと なっ ている ため、 イ ン フ ラ 整備

に必要と なる 普通建設事業や合併前に建設さ れた施設の老朽化

に伴う 長寿命化、 類似施設の集約化、 廃止など に必要な経費を

補う ための財源確保が重要であり ま す。

　 そう し た状況のなか、 長期的な視野に立っ て、 人口減少と 地

域経済の衰退を 克服し 、 定住人口や交流人口の増加を 地域経済

の発展につなげ、 本町が有する 地域の特性や強みを 活かし 、 町

の魅力を 発信し ていく こ と によ り 、 活力あ る ま ちづく り に努め

てま いり ま す。
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2 5 .3 3 %

9 4 億円 

（ 前年度比 -8.74% ）

2,290,241 

1,460,703 

354,007 

1,571,990 

10,000 

1,610,261 

809,965 

1,072,997 

69,379 

64,237 

45,000 

41,220 

24.36%

15.54%

3.77%

16.72%

0.11%

17.13%

8.62%

11.41%

0.74%

0.68%

0.48%

0.44%

72,343 

2,678,101 

1,491,642 

984,546 

896,129 

121,150 

734,498 

360,244 

545,584 

10,060 

1,460,703 

45,000 

0.77%

28.49%

15.87%

10.48%

9.53%

1.29%

7.81%

3.83%

5.80%

0.11%

15.54%

0.48%

4,104,951

1,581,990

3,713,059

1,000,241

417,410

193,349

1,912,301

129,321

446

667,573

68,548

324,193

237,376

4 ,950 ,758千円

※公営企業会計の予算額は、 「 収益的支出」 と 「 資本的支出」 の予算額を 合計し たも のである 。



2 6広報なか2 7 広報なか

避難訓練の実施 9 0 0 千円

ホームページの充実・ 情報発信事業 5 3 ,3 1 7 千円

ホーム ページの改修、 Ｓ Ｎ Ｓ と の一体運営、 ま た住民の方が使
いやすいアプリ の導入やその情報発信など を 実施し 、 効率化と
利便性の向上を 進めま す。

町内観光施設関係及び

イ ンバウンド 関係事業
9 0 ,2 2 3 千円

　 那賀町観光協会等の団体補助、 観光施設の維持・ 修繕、 各種

イ ベント の助成など を 通じ 外国人旅行者も 含めた観光誘客に取

り 組みま す。

⑶　 人材の育成と 受入れ体制の整備　 　

木育拠点施設整備 2 2 ,0 4 4 千円

　 おも ちゃ美術館の運営と 合わせ、 木育イ ンス ト ラ ク タ ーを 育

成する と と も に木育・ 森林環境教育の拠点と し て、 広域ネッ ト

ワ ーク を 構築する こ と によ り 、 都市部と の相互連携を 図り ま す。

無人航空機の操縦者及び

安全運行管理者育成
3 ,3 9 9 千円

　 那賀高校森林ク リ エイ ト 科生徒を 対象と し た小型無人航空機

認定資格取得講座を 実施し 、 人材育成を 図り ま す。

林業系講習会の開催及び

人材育成
4 ,8 4 8 千円

　 林業系技術講習会等を 開催し 、 業務に必要な免許の取得や高

度な技術習得を 実践し 、 新規就業者を 支援し ま す。

図書館の運営 1 1 ,5 4 5 千円

　 住民に読書を はじ めと する 情報サービ ス を 提供し 、 住民が知

識や情報を 得たり レ ク レ ーショ ンを 楽し める よ う に取り 組みま

す。

２ ． 那賀町への新し いひと の流れを つく る

⑴　 移住支援の強化　 　

那賀町移住交流支援センタ ー事業 4 ,2 5 8 千円

　 推進団体への支援や移住交流イ ベント 等を 開催する こ と で都

市と の交流を 促進し 、 移住に結び付けま す。

移住用空き 家改修補助 1 ,3 0 0 千円

　 空き 家バン ク に登録さ れた空き 家等を 地域活性化に寄与する

施設に改修する 場合の費用を 補助し 、 空き 家の活用を 図り ま す。

移住定住支援員事業 8 ,2 1 9 千円

　 移住希望者や移住者が安心し て相談でき 、 移住者の増加およ

び移住後の定着を 図る ため、 地域と つながり を 持っ て暮ら せる

こ と を 目的と し 活動し ま す。

集落支援員事業 4 ,8 5 0 千円

　 人口減少及び高齢化の進行が著し い地域の点検活動等を 通じ

て、 地域の実情や課題を 把握し 地域活力の維持及び活性化を 推

進し ま す。

⑵　 交流人口の拡大

都市部と の交流事業 1 ,7 8 5 千円

　 会員の交流、 親睦を 図る と と も に「 ふる さ と 」 と の絆を 深め、

那賀町の振興発展に寄与する こ と を 目的と し た事業を 実施し ま

す。

移住体験事業 3 ,1 8 9 千円

　 移住を 検討し ている 方に対し て、 一定期間内での生活を 体験

でき る 施設を 貸し 出すこ と で移住を 促進し ま す。

「 四国の右下魅力倍増」 推進事業 3 ,4 6 0 千円

　 県民局・ 県南１ 市４ 町で 立ち 上げた、 四国の右下観光局

（ DMO） と 連携し 広域的な観光振興に取り 組みま す。

相生森林美術館の運営 1 7 ,3 6 9 千円

　 常設展・ 企画展を 実施し 、 ギャ ラ リ ート ーク 、 講演会や木版

画・ 絵画等の実技講習会など に積極的に取り 組み、 交流人口の

増加を 図り ま す。

那賀町農村舞台公演 4 ,4 2 0 千円

　 町内６ か所によ る 農村舞台を 活用し た伝統的な文化を 継承す

る と と も に、 新たな活用に向けた支援を 行いま す。 ま た、 国指

定の重要無形民族文化財に指定さ れている 太布織り や伝統的な

文化である 吹き 筒花火の保存・ 継承の取り 組みを 行いま す。

地域おこ し 協力隊の設置及び

運営事業
3 4 ,5 1 0 千円

　 都市部の若者を 地域おこ し 協力隊員と し て委嘱し 、 各地域の

課題解決に向けての取り 組みや町内の情報を 発信する こ と によ

り 地域の活性化を 図り ま す。

稚魚放流事業 1 1 ,6 4 1 千円

　 漁業組合が実施する 稚魚放流を 支援し 、 釣り 客等の交流人口

増加を 目指し ま す。

スポーツ関連事業運営 1 8 ,8 7 4 千円

　 総合体育館のオープンを 町内外に周知する ため、 体育館を 有
効活用でき る イ ベント を 実施し 、 集客を 図り ま す。

地域活力好循環事業 1 0 0 ,0 0 0 千円

　 企業版ふる さ と 納税を 活用し 地域関連プロ ス ポーツ チームへ

支援を 行う こ と によ り 、 チームと 連携し た地域活性化を 推進す

る と と も に交流人口の増加を 図り ま す。

⑶　 多様な人材の受け入れ強化

「 四国の右下」若者創生事業負担金 1 ,9 2 0 千円

　 ワ ーク ショ ッ プやフ ィ ールド ワ ーク を 通じ て、 地元企業と 若

者（ 大学生） のマッ チングに係る 調査研究等を 実施し ま す。

山村留学支援制度 2 ,9 1 5 千円

　 次世代を担う こども 達に、 従来の山村留学の取組を 拡充し 新

たな留学制度により 、 町に関心を持ってもらう 人材を育成します。

ふる さ と 留学制度 1 0 ,0 8 0 千円

　 児童生徒の減少に歯止めを かける ため町外から の留学生や子

育て世代の移住者に対し て支援を 実施し ま す。

３ 　 那賀町が若い世代の定住・ 結婚・ 出産・ 子育てに

希望が持てる地域と なる

⑴　 結婚・ 出産・ 子育ての希望がかなう 環境づく り

地域子育て支援事業 1 8 ,8 5 3 千円

　 地域子育て支援セン タ ーを 拠点に、 子育て中の親子の交流・

育児相談等を 行い、 子ど も のすこ やかな育ちを 支援し ま す。

　 子ど も の預かり を 行う 相互援助活動（ フ ァ ミ リ ーサポート セ

ンタ ー） の運営を 行いま す。

妊娠から 出産・ 子育ての総合支援 4 8 ,5 1 0 千円

　 妊婦や乳児の健康保持のため、 各種健診費用の一部を 助成す

る と と も に、 妊婦相談等によ る 支援を 行いま す。

　 乳幼児や学童の健康維持のため予防接種を 行う こ と と も に、

高校卒業ま での子ど も やひと り 親家庭の医療費の助成を 行いま

す。

⑵　 子ども が学ぶ環境の充実

那賀高校支援事業 1 2 ,7 6 6 千円

　 那賀町唯一の高校である 県立那賀高校の教育振興・ 就学支援

を 図る ため、 教育振興に関する 財政支援のほか、 奨学金の支給、

通学費の支援、 那賀菊寮の調理、 寮費補助など の支援を 行いま

す。

町費教員の配置 6 0 ,9 0 6 千円

　 地域の創意工夫を 生かし た教育の充実を 目指し 、 町独自で教

職員を 任用し ま す。

外国人講師の配置 9 ,3 2 6 千円

　 生き た外国語に触れる 機会を 増やすため、 日本人教員を 補助

し 、 授業に当たる 外国人講師を 任用し ま す。

町教育研究会等補助 2 ,5 5 0 千円

　 那賀町を 愛する 心を 育成する ため、 弁論大会等を 開催し たり 、

児童生徒の国内外研修に対し 補助を 行いま す。

2 8 ,3 1 7 千円

　 小中学校への遠距離通学によ る 不便性を 解消する ため、 ス ク

ールバス 等を 運行し ま す。 ま た、 路線バス を 利用する 児童生徒

に対し 、 定期券を 無償で交付し ていま す。

学校校舎等維持修繕工事 1 3 ,0 4 3 千円

　 各小中学校校舎等の健全性を 保つ必要がある こ と から 、 修繕

工事等を 行い、 安全で安心な教育環境を 整備し ま す。

教育における Ｉ Ｃ Ｔ の活用 1 0 ,4 9 1 千円

　 小中学校において、 児童生徒用タ ブレ ッ ト 端末など を 用い、

教育の質の向上を 目指すと と も にギガス ク ール対応に向けた取

り 組みを 行いま す。

学校図書の充実 1 ,2 5 3 千円

　 小中学校で図書を 購入し 、 学校図書を 充実さ せる こ と でよ り

良い学習環境を 整えま す。

ふる さ と 学習事業 3 ,2 1 4 千円

　 町内の小中学校が実施する 、 ふる さ と を 知り 、 ふる さ と を 愛

する 教育への支援を 行いま す。

経済的な就学支援 4 ,0 0 4 千円

　 経済的に困窮し ている 児童生徒を 持つ世帯に対し 、 教材費な

ど の負担軽減のため支援を 行いま す。

特別支援教育就学補助 9 4 6 千円

　 障害のある 幼児児童生徒が特別支援学校や小中学校の特別支

援学級等で学ぶ際に保護者が負担する 教育関係経費について、

家庭の経済状況等に応じ 補助を 行いま す。

放課後子ども 教室事業 1 0 ,3 6 4 千円

　 学校の放課後や長期休暇期間において、 地域の方々の参画を

得て、 安全・ 安心な子ど も の活動拠点を 設けま す。

安心安全な学校給食の充実 5 5 ,1 9 5 千円

　 児童生徒にバラ ンス の取れた食事、 望ま し い食習慣を 形成す

る 拠点と し て、 直営で学校給食センタ ーを 運営し ま す。

⑶　 移住・ 定住の促進、 若い世代向住宅施策の推進

奨学金返済免除制度によ る

定住支援
1 3 ,4 5 0 千円

　 経済的な理由によ り 大学等に入学が困難な方に奨学金を 貸与

し 、 優秀な人材の育成を 図る と と も に定住促進を 図る 目的で貸

与額の還付制度や補助制度によ る 支援を 行いま す。

地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 1 3 ,0 0 0 千円

　 町内各地区のま ちづく り 協議会の取り 組みの支援や、 コ ミ ュ

ニティ 助成事業を 行い、 地域の活性化を 図り ま す。

公営住宅の維持管理 2 1 ,4 2 2 千円

　 町営住宅の維持修繕工事を 行い、 居住環境の改善・ 充実に努

め、 定住化を 図り ま す。

木づかい住宅等支援事業 3 ,0 0 0 千円

４ ． 時代にあっ た地域を つく り 、 安心な暮ら し を 守る

と と も に、 地域と 地域を 連携する

⑴　 く ら し の安心の実現

自主防災組織助成事業 1 0 0 千円

　 自主防災組織が設立でき ていない地域の、 組織設立を 支援し

ま す。

住宅防災対策事業 1 3 ,5 6 5 千円

　 南海ト ラ フ の巨大地震に備え、 木造住宅の耐震化を 支援し 、

地震に強いま ちづく り を 推進し ま す。

　 ま た老朽危険空家の除却についても 支援し 、 避難路を 確保し

ま す。

高齢者の交通手段の整備 4 ,5 9 8 千円

　 高齢者の生き がいと 社会参加を 促進する ため、 タ ク シーを 利

用し た外出を 支援し ま す。 一部地区で社会福祉協議会によ る ボ

ラ ン ティ アタ ク シーを 運営し ま す。

地籍調査の推進 2 5 9 ,2 8 5 千円

　 土地所有者の一筆ごと の土地について、 所有者・ 地番・ 地目・

境界の調査と 面積に関する 測量を 行い現況に合っ た地籍図・ 地

籍簿を 作成し ま す。

結婚出産祝い金事業等 6 7 ,9 0 1 千円

　 潤いと 活気に満ちた明る い社会づく り のため、 住民の結婚、

出産に対し 、 祝い金を 交付し ま す。 ま た、 定住後に生ま れた子

ど も の人数に応じ て、 定期に加算金を 交付し ま す。

　 結婚を 希望する 方の婚活を 支援する ため、 縁むすびの会（ 婚

活支援団体） への助成を 行いま す。

　 児童を 養育する 父母等に児童手当を 支給し ま す。

認定こ ども 園運営事業 3 1 1 ,7 6 6 千円

　 就学前の子ど も のすこ やかな心と 体の成長のため、 こ ど も 園にお
ける 教育・ 保育活動や保護者に対する 子育て支援を 推進し ま す。

　 町産材を 活用し た木造住宅の建築を 推進し 、 町産材の利用拡
大と 町民の定住促進を 図り ま す。

スク ールバス運行費、

通学費補助

　 自主防災組織の皆さ んが、 自助・ 共助を 意識し 、 災害時に迅

速な避難行動がと れる よ う 、 各自主防災会の訓練活動を 支援い

たし ま す。

避難訓練の実施 9 0 0 千円

ホームページの充実・ 情報発信事業 5 3 ,3 1 7 千円

ホーム ページの改修、 Ｓ Ｎ Ｓ と の一体運営、 ま た住民の方が使
いやすいアプリ の導入やその情報発信など を 実施し 、 効率化と
利便性の向上を 進めま す。

町内観光施設関係及び

イ ン バウン ド 関係事業
9 0 ,2 2 3 千円

　 那賀町観光協会等の団体補助、 観光施設の維持・ 修繕、 各種

イ ベント の助成など を 通じ 外国人旅行者も 含めた観光誘客に取

り 組みま す。

⑶　 人材の育成と 受入れ体制の整備　 　

木育拠点施設整備 2 2 ,0 4 4 千円

　 おも ちゃ美術館の運営と 合わせ、 木育イ ンス ト ラ ク タ ーを 育

成する と と も に木育・ 森林環境教育の拠点と し て、 広域ネッ ト

ワ ーク を 構築する こ と によ り 、 都市部と の相互連携を 図り ま す。

無人航空機の操縦者及び

安全運行管理者育成
3 ,3 9 9 千円

　 那賀高校森林ク リ エイ ト 科生徒を 対象と し た小型無人航空機

認定資格取得講座を 実施し 、 人材育成を 図り ま す。

林業系講習会の開催及び

人材育成
4 ,8 4 8 千円

　 林業系技術講習会等を 開催し 、 業務に必要な免許の取得や高

度な技術習得を 実践し 、 新規就業者を 支援し ま す。

図書館の運営 1 1 ,5 4 5 千円

　 住民に読書を はじ めと する 情報サービ ス を 提供し 、 住民が知

識や情報を 得たり レ ク レ ーショ ン を 楽し める よ う に取り 組みま

す。

２ ． 那賀町への新し いひと の流れを つく る

⑴　 移住支援の強化　 　

那賀町移住交流支援セン タ ー事業 4 ,2 5 8 千円

　 推進団体への支援や移住交流イ ベント 等を 開催する こ と で都

市と の交流を 促進し 、 移住に結び付けま す。

移住用空き 家改修補助 1 ,3 0 0 千円

　 空き 家バンク に登録さ れた空き 家等を 地域活性化に寄与する

施設に改修する 場合の費用を 補助し 、 空き 家の活用を 図り ま す。

移住定住支援員事業 8 ,2 1 9 千円

　 移住希望者や移住者が安心し て相談でき 、 移住者の増加およ

び移住後の定着を 図る ため、 地域と つながり を 持っ て暮ら せる

こ と を 目的と し 活動し ま す。

集落支援員事業 4 ,8 5 0 千円

　 人口減少及び高齢化の進行が著し い地域の点検活動等を 通じ

て、 地域の実情や課題を 把握し 地域活力の維持及び活性化を 推

進し ま す。

⑵　 交流人口の拡大

都市部と の交流事業 1 ,7 8 5 千円

　 会員の交流、 親睦を 図る と と も に「 ふる さ と 」 と の絆を 深め、

那賀町の振興発展に寄与する こ と を 目的と し た事業を 実施し ま

す。

移住体験事業 3 ,1 8 9 千円

　 移住を 検討し ている 方に対し て、 一定期間内での生活を 体験

でき る 施設を 貸し 出すこ と で移住を 促進し ま す。

「 四国の右下魅力倍増」 推進事業 3 ,4 6 0 千円

　 県民局・ 県南１ 市４ 町で 立ち 上げた、 四国の右下観光局

（ DMO） と 連携し 広域的な観光振興に取り 組みま す。

相生森林美術館の運営 1 7 ,3 6 9 千円

　 常設展・ 企画展を 実施し 、 ギャ ラ リ ート ーク 、 講演会や木版

画・ 絵画等の実技講習会など に積極的に取り 組み、 交流人口の

増加を 図り ま す。

那賀町農村舞台公演 4 ,4 2 0 千円

　 町内６ か所によ る 農村舞台を 活用し た伝統的な文化を 継承す

る と と も に、 新たな活用に向けた支援を 行いま す。 ま た、 国指

定の重要無形民族文化財に指定さ れている 太布織り や伝統的な

文化である 吹き 筒花火の保存・ 継承の取り 組みを 行いま す。

地域おこ し 協力隊の設置及び

運営事業
3 4 ,5 1 0 千円

　 都市部の若者を 地域おこ し 協力隊員と し て委嘱し 、 各地域の

課題解決に向けての取り 組みや町内の情報を 発信する こ と によ

り 地域の活性化を 図り ま す。

稚魚放流事業 1 1 ,6 4 1 千円

　 漁業組合が実施する 稚魚放流を 支援し 、 釣り 客等の交流人口

増加を 目指し ま す。

スポーツ 関連事業運営 1 8 ,8 7 4 千円

　 総合体育館のオープンを 町内外に周知する ため、 体育館を 有
効活用でき る イ ベン ト を 実施し 、 集客を 図り ま す。

地域活力好循環事業 1 0 0 ,0 0 0 千円

　 企業版ふる さ と 納税を 活用し 地域関連プロ ス ポーツ チーム へ

支援を 行う こ と によ り 、 チームと 連携し た地域活性化を 推進す

る と と も に交流人口の増加を 図り ま す。

⑶　 多様な人材の受け入れ強化

「 四国の右下」若者創生事業負担金 1 ,9 2 0 千円

　 ワ ーク ショ ッ プやフ ィ ールド ワ ーク を 通じ て、 地元企業と 若

者（ 大学生） のマッ チングに係る 調査研究等を 実施し ま す。

山村留学支援制度 2 ,9 1 5 千円

　 次世代を 担う こども 達に、 従来の山村留学の取組を拡充し 新

たな留学制度により 、 町に関心を持ってもらう 人材を育成します。

ふるさ と 留学制度 1 0 ,0 8 0 千円

　 児童生徒の減少に歯止めを かける ため町外から の留学生や子

育て世代の移住者に対し て支援を 実施し ま す。

３ 　 那賀町が若い世代の定住・ 結婚・ 出産・ 子育てに

希望が持てる 地域と なる

⑴　 結婚・ 出産・ 子育ての希望がかなう 環境づく り

地域子育て支援事業 1 8 ,8 5 3 千円

　 地域子育て支援セン タ ーを 拠点に、 子育て中の親子の交流・

育児相談等を 行い、 子ど も のすこ やかな育ちを 支援し ま す。

　 子ど も の預かり を 行う 相互援助活動（ フ ァ ミ リ ーサポート セ

ンタ ー） の運営を 行いま す。

妊娠から 出産・ 子育ての総合支援 4 8 ,5 1 0 千円

　 妊婦や乳児の健康保持のため、 各種健診費用の一部を 助成す

る と と も に、 妊婦相談等によ る 支援を 行いま す。

　 乳幼児や学童の健康維持のため予防接種を 行う こ と と も に、

高校卒業ま での子ど も やひと り 親家庭の医療費の助成を 行いま

す。

⑵　 子ども が学ぶ環境の充実

那賀高校支援事業 1 2 ,7 6 6 千円

　 那賀町唯一の高校である 県立那賀高校の教育振興・ 就学支援

を 図る ため、 教育振興に関する 財政支援のほか、 奨学金の支給、

通学費の支援、 那賀菊寮の調理、 寮費補助など の支援を 行いま

す。

町費教員の配置 6 0 ,9 0 6 千円

　 地域の創意工夫を 生かし た教育の充実を 目指し 、 町独自で教

職員を 任用し ま す。

外国人講師の配置 9 ,3 2 6 千円

　 生き た外国語に触れる 機会を 増やすため、 日本人教員を 補助

し 、 授業に当たる 外国人講師を 任用し ま す。

町教育研究会等補助 2 ,5 5 0 千円

　 那賀町を 愛する 心を 育成する ため、 弁論大会等を 開催し たり 、

児童生徒の国内外研修に対し 補助を 行いま す。

2 8 ,3 1 7 千円

　 小中学校への遠距離通学によ る 不便性を 解消する ため、 ス ク

ールバス 等を 運行し ま す。 ま た、 路線バス を 利用する 児童生徒

に対し 、 定期券を 無償で交付し ていま す。

学校校舎等維持修繕工事 1 3 ,0 4 3 千円

　 各小中学校校舎等の健全性を 保つ必要がある こ と から 、 修繕

工事等を 行い、 安全で安心な教育環境を 整備し ま す。

教育における Ｉ Ｃ Ｔ の活用 1 0 ,4 9 1 千円

　 小中学校において、 児童生徒用タ ブレ ッ ト 端末など を 用い、

教育の質の向上を 目指すと と も にギガス ク ール対応に向けた取

り 組みを 行いま す。

学校図書の充実 1 ,2 5 3 千円

　 小中学校で図書を 購入し 、 学校図書を 充実さ せる こ と でよ り

良い学習環境を 整えま す。

ふるさ と 学習事業 3 ,2 1 4 千円

　 町内の小中学校が実施する 、 ふる さ と を 知り 、 ふる さ と を 愛

する 教育への支援を 行いま す。

経済的な就学支援 4 ,0 0 4 千円

　 経済的に困窮し ている 児童生徒を 持つ世帯に対し 、 教材費な

ど の負担軽減のため支援を 行いま す。

特別支援教育就学補助 9 4 6 千円

　 障害のある 幼児児童生徒が特別支援学校や小中学校の特別支

援学級等で学ぶ際に保護者が負担する 教育関係経費について、

家庭の経済状況等に応じ 補助を 行いま す。

放課後子ども 教室事業 1 0 ,3 6 4 千円

　 学校の放課後や長期休暇期間において、 地域の方々の参画を

得て、 安全・ 安心な子ど も の活動拠点を 設けま す。

安心安全な学校給食の充実 5 5 ,1 9 5 千円

　 児童生徒にバラ ンス の取れた食事、 望ま し い食習慣を 形成す

る 拠点と し て、 直営で学校給食センタ ーを 運営し ま す。

⑶　 移住・ 定住の促進、 若い世代向住宅施策の推進

奨学金返済免除制度によ る

定住支援
1 3 ,4 5 0 千円

　 経済的な理由によ り 大学等に入学が困難な方に奨学金を 貸与

し 、 優秀な人材の育成を 図る と と も に定住促進を 図る 目的で貸

与額の還付制度や補助制度によ る 支援を 行いま す。

地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 1 3 ,0 0 0 千円

　 町内各地区のま ちづく り 協議会の取り 組みの支援や、 コ ミ ュ

ニティ 助成事業を 行い、 地域の活性化を 図り ま す。

公営住宅の維持管理 2 1 ,4 2 2 千円

　 町営住宅の維持修繕工事を 行い、 居住環境の改善・ 充実に努

め、 定住化を 図り ま す。

木づかい住宅等支援事業 3 ,0 0 0 千円

４ ． 時代にあっ た地域を つく り 、 安心な暮ら し を 守る

と と も に、 地域と 地域を 連携する

⑴　 く ら し の安心の実現

自主防災組織助成事業 1 0 0 千円

　 自主防災組織が設立でき ていない地域の、 組織設立を 支援し

ま す。

住宅防災対策事業 1 3 ,5 6 5 千円

　 南海ト ラ フ の巨大地震に備え、 木造住宅の耐震化を 支援し 、

地震に強いま ちづく り を 推進し ま す。

　 ま た老朽危険空家の除却についても 支援し 、 避難路を 確保し

ま す。

高齢者の交通手段の整備 4 ,5 9 8 千円

　 高齢者の生き がいと 社会参加を 促進する ため、 タ ク シーを 利

用し た外出を 支援し ま す。 一部地区で社会福祉協議会によ る ボ

ラ ンティ アタ ク シーを 運営し ま す。

地籍調査の推進 2 5 9 ,2 8 5 千円

　 土地所有者の一筆ご と の土地について、 所有者・ 地番・ 地目・

境界の調査と 面積に関する 測量を 行い現況に合っ た地籍図・ 地

籍簿を 作成し ま す。

結婚出産祝い金事業等 6 7 ,9 0 1 千円

　 潤いと 活気に満ちた明る い社会づく り のため、 住民の結婚、

出産に対し 、 祝い金を 交付し ま す。 ま た、 定住後に生ま れた子

ど も の人数に応じ て、 定期に加算金を 交付し ま す。

　 結婚を 希望する 方の婚活を 支援する ため、 縁むすびの会（ 婚

活支援団体） への助成を 行いま す。

　 児童を 養育する 父母等に児童手当を 支給し ま す。

認定こ ども 園運営事業 3 1 1 ,7 6 6 千円

　 就学前の子ど も のすこ やかな心と 体の成長のため、 こ ど も 園にお
ける 教育・ 保育活動や保護者に対する 子育て支援を 推進し ま す。

　 町産材を 活用し た木造住宅の建築を 推進し 、 町産材の利用拡
大と 町民の定住促進を 図り ま す。

スク ールバス運行費、

通学費補助

　 自主防災組織の皆さ んが、 自助・ 共助を 意識し 、 災害時に迅

速な避難行動がと れる よ う 、 各自主防災会の訓練活動を 支援い

たし ま す。
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⑶　 情報通信の整備の推進

携帯電話等エリ ア整備事業 3 ,5 5 2 千円

　 携帯電話基地局向け通信用光ケーブルの保守管理を 行いま す。

⑵　 地域づく り の加速

公共施設Ｗi－Ｆ i環境管理 1 ,1 6 4 千円

　 公共施設Ｗi‒Ｆ iの環境管理を 行い、 施設の利便性の向上を 図
り ま す。

令和６ 年度　 地方消費税交付金
（ 社会保障財源化分） の使途について

窓口サービ スの向上、 標準化 4 4 ,4 6 0 千円

　 「 住民票・ 印鑑証明書」 についてコ ン ビ ニ交付を 可能と す

る こ と で、 町外に働き に出ら れている 方や、 役場業務時間外

において、 利便性の向上を 図り ま す。

防災カ メ ラ の増設 3 ,2 0 8 千円

　 河川映像を 増やし 、 切れ目なく 放送する こ と で防災情報を

充実し ま す。

（ 仮称）相生地域交流センタ ー建築

事業
4 0 3 ,8 8 7 千円

各種予防接種実施事業 9 ,9 2 8 千円

　 高齢者、 イ ンフ ルエンザ、 肺炎球菌やク ーポン 券によ る 風し

ん第５ 期の定期接種、 風し ん任意接種の助成等を 行い、 疫病予

防に備えま す。

通所介護事業委託金 2 5 ,4 7 3 千円

災害時に迂回路と し て重要な

町道の整備
8 5 ,0 0 0 千円

簡易水道事業、 集落排水事業へ

操出金
1 3 1 ,0 8 9 千円

　 社会資本整備総合交付金事業や地方道路整備交付金事業など

を 活用し て、 災害時に迂回路と し て重要と なる 町道の整備を 行

いま す。

救急救命士の育成 7 6 0 千円

　 地域住民の安全安心を 守る ため、 救急出場時救命士乗車率

100％を めざし 特定行為可能な新規救急救命士を 養成し ま す。

町社会福祉協議会補助金 7 3 ,4 2 8 千円

　 住民参加協同によ る 福祉活動サービ ス 推進のため、 町社会福

祉協議会に補助を 行い、 ボラ ンティ ア活動及び在宅福祉事業の

推進や、 各福祉団体への活動支援強化を 図り ま す。

　 高齢者が可能な限り 自立し た日常生活を 送る こ と が出来る よ

う 、 通所介護事業の運営を 町社会福祉協議会に委託し 、 高齢者

の孤立感の解消や心身機能の維持、 家族の介護の負担軽減など

を 図り ま す。

養護老人ホーム運営 3 5 ,6 0 4 千円

　 身体・ 精神ま たは環境上の理由や経済的な理由によ り 、 自宅

での生活が困難になっ た方を 入所さ せ、 食事サービ ス 、 機能訓

練、 その他の日常生活上必要な便宜を 提供する こ と によ り 養護

を 行いま す。

障害者福祉事業 2 3 9 ,7 1 7 千円

　 障害のある 人も 普通に暮ら し 、 地域の一員と し て、 と も に生

き る 社会づく り を 目指し て、 障害者自立支援給付事業を はじ め

と する 障がい福祉施策を 推進し ま す。

高齢者生活状況確認事業 9 8 3 千円

　 緊急通報サービ ス や関係機関と の連携を 行い、 一人暮ら し 高

齢者の生活状況の把握と 支援を 行いま す。

障がい者虐待防止事業 6 0 0 千円

　 障がい者虐待の防止、 ま た障がい者虐待を 受けた障がい者に

対する 保護及び支援等を 実施し ま す。

環境保全事業 9 1 0 千円

　 環境美化パト ロ ール員の強化や町内一斉清掃など によ り 、 環

境美化啓発運動を 推進し ま す。

合併浄化槽設置補助事業 5 ,8 0 4 千円

　 合併処理浄化槽の設置を 促進し 、 生活排水から の河川環境の

保全に努めま す。 ま た、 高齢者のト イ レ 改修に伴う 設置も 推進

し ま す。

合併浄化槽維持管理事業 1 ,3 1 4 千円

　 合併処理浄化槽の設置推進に向けた啓発活動及び既存の合併

処理浄化槽の適正な維持管理を 推進し ま す。

廃棄物処理事業 2 9 4 ,3 0 0 千円

　 ごみ処理は町営で、 し 尿処理は民間委託によ り 実施し ており 、

適正な運営を 行っ ていま す。 町民の皆様がよ り 利用し やすく な

る よ う 努めま す。

総合検診等実施事業 9 ,3 7 1 千円

　 各種検診を 実施する と と も に、 健康教室や健康相談を 充実し 、

町民の健康づく り に努めま す。

　 住民の暮ら し を 支える 重要なイ ン フ ラ である 上下水道施設の

適正管理を 行い、 安定供給と コ ス ト の削減に努めま す。

飲料水供給施設整備・ 補助 5 ,5 0 0 千円

　 集落（ 地域） 及び個人で管理し ている 飲料水供給施設の整備、

修繕等に工事や補助を 行い、 安定し た飲料水の確保と 供給を 図

り ま す。

地域医療体制の充実 3 7 3 ,1 3 4 千円

　 医療体制を 充実さ せる ため、 町立病院・ 診療所に運営補助を

行い、 本町に赴任し た医師が働き やすい環境づく り と 医師の確

保対策に取り 組みま す。 さ ら に看護師不足解消のための施策に

も 取り 組み、 町民が安心し て住める ま ちづく り を 目指し ま す。

県単治山事業 2 2 ,4 1 1 千円

　 山地災害や河川への土砂流出を 防ぐ ため、 各地域において治

山事業を 進めま す。

那賀町消防本部、 消防署運営 2 6 6 ,5 8 0 千円

　 那賀町消防本部・ 消防署運営によ り 、 地域住民の生命と 財産

を 守り ま す。

那賀町消防団の運営 4 5 ,6 5 5 千円

　 地域防災を 担う 消防団の積極的な活動を 継続し 、 住民の安全

で安心な暮ら し を 守り ま す。

消防施設整備費 8 ,8 2 8 千円

　 地域の消防防災力の向上を 目的に、 詰所の整備や、 消防車の

整備点検、 消防水利の確保など 、 消防防災機能を高く 維持し ま す。

災害対策事業 9 ,1 0 7 千円

代替バス運行補助 9 9 ,0 5 9 千円

　 公共交通機関である バス 路線の維持を 図る ため、 バス 事業者

への補助金、 代替バス の運行や、 老朽化し たバス 停の修繕を 行

い、 高齢者や通学者の利便性を 確保し ま す。

防災行政無線施設 2 7 ,1 8 1 千円

　 防災行政無線と し て新設し た減災シス テムによ る 屋外放送や

防災アプリ によ り 防災情報を 周知し ま す。

　 ま た移動系防災無線や、 IP 無線、 衛星電話を 併用し 、 通信

網の充実を 図り ま す。

宅配サービ スの利用促進 1 ,0 0 0 千円

　 商工会買物弱者対策事業に対し て支援を 行い、 買物弱者対策

と し て、 宅配サービ ス 事業・ 出前商店街事業を 行いま す。

【 歳入】　 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） 89,436千円

【 歳出】　 社会保障施策経費（ 総額） 1,022,710千円
（ 単位： 千円）

事　 業　 名 予算額

財　 　 源　 　 内　 　 訳

特　 定　 財　 源 一　 般　 財　 源

国・ 県

支出金
地方債 その他

う ち地方消費税交付金

（ 社会保障財源化分）

高 齢 者 福 祉 事業 35,705

200,508

22,200

33,181

281,374

69,898

247,838

369,303

28,666

5,700

9,371

1,303,744

32,457

50,152

11,100

21,523

259,803

40,048

196,424

369,303

28,079

5,700

8,121

1,022,710

150,356

11,100

11,658

21,571

29,850

51,414

587

350

276,886

3,248

10,077
障 害 者 福 祉 事業

社 会 福 祉 事 業

母 子 福 祉 事 業

介 護 保 険 事 業

43,400国民健康保険事業

高 齢 者 医 療 事業

病 院 事 業

35,959

疾病予防対策事業

医 療 提 供 体 制

確 保 事 業

成 人 保 健 事 業 900

合　 　 　 計 0 4,148 89,436

⑷　 多様な人材が輝く 地域づく り の加速

高齢者の生き がいと 健康づく り
推進事業

1 9 ,7 0 3 千円

　 敬老会の開催や、 80 歳以上の方への敬老祝い金の支給などを

行います。 また各種の趣味講座等を開催し たり 、 シルバー人材セ

ンターを運営する 等、 高齢者の生き がいと 健康づくり に努めます。

フ レ イ ル予防事業補助金 3 ,4 9 1 千円

　 健康に関する 様々なチェ ッ ク を 行い、 運動、 食事、 社会参加

についての指導を 行う こ と によ り 虚弱を 予防し 、 健康寿命の延

伸を 図り ま す。

⑸　 時代にあっ たふるさ と づく り の加速

ふる さ と 寄附金の増収 1 2 0 ,0 0 0 千円

　 各種ふる さ と 納税サイ ト で広く 寄附を 募り 、 地域活性化のた

めの各種事業の財源と し て活用し ま す。

　 南海ト ラ フ の巨大地震や豪雨災害等に備え、 避難所に必要

な水・ 食糧のほか、 簡易ト イ レ やパーティ ショ ン など を 備蓄

し 、 快適な避難所を 目指し て整備し ま す。

　 地域のコ ミ ュ ニティ ー活動等の促進や拠点避難所を 確保する

ため、 大・ 小会議室、 調理室、 防災備蓄庫等を 有する （ 仮称）

相生地域交流センタ ーを 整備し ま す。

　 平成26年４ 月１ 日よ り ５ ％から ８ ％へ、 令和元年10月１ 日よ り ８ ％から 10％へ、 消費税率が引き

上げら れたこ と に伴い、 地方消費税率も 1.0％から 2.2％に引き 上げら れており ま す。 その地方消費税

率引上げに伴う 地方消費税交付金の増収分については、 その使途を明確化し 、 社会保障施策に要する

経費に充てる も のと さ れていま す。

　 令和６ 年度一般会計予算における 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） の充当状況は、 次のと お

り です。 なお、 地方消費税交付金の引上げ分の各施策への充当方法は、 社会保障施策経費の一般財源

総額に対する 各施策経費の一般財源の割合によ り 按分し て算出し ていま す。

⑶　 情報通信の整備の推進

携帯電話等エリ ア整備事業 3 ,5 5 2 千円

　 携帯電話基地局向け通信用光ケーブルの保守管理を 行いま す。

⑵　 地域づく り の加速

公共施設Ｗi－Ｆ i環境管理 1 ,1 6 4 千円

　 公共施設Ｗi‒Ｆ iの環境管理を 行い、 施設の利便性の向上を 図
り ま す。

令和６ 年度　 地方消費税交付金
（ 社会保障財源化分） の使途について

窓口サービスの向上、 標準化 4 4 ,4 6 0 千円

　 「 住民票・ 印鑑証明書」 についてコ ン ビ ニ交付を 可能と す

る こ と で、 町外に働き に出ら れている 方や、 役場業務時間外

において、 利便性の向上を 図り ま す。

防災カ メ ラ の増設 3 ,2 0 8 千円

　 河川映像を 増やし 、 切れ目なく 放送する こ と で防災情報を

充実し ま す。

（ 仮称）相生地域交流セン タ ー建築

事業
4 0 3 ,8 8 7 千円

各種予防接種実施事業 9 ,9 2 8 千円

　 高齢者、 イ ンフ ルエンザ、 肺炎球菌やク ーポン券によ る 風し

ん第５ 期の定期接種、 風し ん任意接種の助成等を 行い、 疫病予

防に備えま す。

通所介護事業委託金 2 5 ,4 7 3 千円

災害時に迂回路と し て重要な

町道の整備
8 5 ,0 0 0 千円

簡易水道事業、 集落排水事業へ

操出金
1 3 1 ,0 8 9 千円

　 社会資本整備総合交付金事業や地方道路整備交付金事業など

を 活用し て、 災害時に迂回路と し て重要と なる 町道の整備を 行

いま す。

救急救命士の育成 7 6 0 千円

　 地域住民の安全安心を 守る ため、 救急出場時救命士乗車率

100％を めざし 特定行為可能な新規救急救命士を 養成し ま す。

町社会福祉協議会補助金 7 3 ,4 2 8 千円

　 住民参加協同によ る 福祉活動サービ ス 推進のため、 町社会福

祉協議会に補助を 行い、 ボラ ンティ ア活動及び在宅福祉事業の

推進や、 各福祉団体への活動支援強化を 図り ま す。

　 高齢者が可能な限り 自立し た日常生活を 送る こ と が出来る よ

う 、 通所介護事業の運営を 町社会福祉協議会に委託し 、 高齢者

の孤立感の解消や心身機能の維持、 家族の介護の負担軽減など

を 図り ま す。

養護老人ホーム運営 3 5 ,6 0 4 千円

　 身体・ 精神ま たは環境上の理由や経済的な理由によ り 、 自宅

での生活が困難になっ た方を 入所さ せ、 食事サービ ス 、 機能訓

練、 その他の日常生活上必要な便宜を 提供する こ と によ り 養護

を 行いま す。

障害者福祉事業 2 3 9 ,7 1 7 千円

　 障害のある 人も 普通に暮ら し 、 地域の一員と し て、 と も に生

き る 社会づく り を 目指し て、 障害者自立支援給付事業を はじ め

と する 障がい福祉施策を 推進し ま す。

高齢者生活状況確認事業 9 8 3 千円

　 緊急通報サービ ス や関係機関と の連携を 行い、 一人暮ら し 高

齢者の生活状況の把握と 支援を 行いま す。

障がい者虐待防止事業 6 0 0 千円

　 障がい者虐待の防止、 ま た障がい者虐待を 受けた障がい者に

対する 保護及び支援等を 実施し ま す。

環境保全事業 9 1 0 千円

　 環境美化パト ロ ール員の強化や町内一斉清掃など によ り 、 環

境美化啓発運動を 推進し ま す。

合併浄化槽設置補助事業 5 ,8 0 4 千円

　 合併処理浄化槽の設置を 促進し 、 生活排水から の河川環境の

保全に努めま す。 ま た、 高齢者のト イ レ 改修に伴う 設置も 推進

し ま す。

合併浄化槽維持管理事業 1 ,3 1 4 千円

　 合併処理浄化槽の設置推進に向けた啓発活動及び既存の合併

処理浄化槽の適正な維持管理を 推進し ま す。

廃棄物処理事業 2 9 4 ,3 0 0 千円

　 ご み処理は町営で、 し 尿処理は民間委託によ り 実施し ており 、

適正な運営を 行っ ていま す。 町民の皆様がよ り 利用し やすく な

る よ う 努めま す。

総合検診等実施事業 9 ,3 7 1 千円

　 各種検診を 実施する と と も に、 健康教室や健康相談を 充実し 、

町民の健康づく り に努めま す。

　 住民の暮ら し を 支える 重要なイ ンフ ラ である 上下水道施設の

適正管理を 行い、 安定供給と コ ス ト の削減に努めま す。

飲料水供給施設整備・ 補助 5 ,5 0 0 千円

　 集落（ 地域） 及び個人で管理し ている 飲料水供給施設の整備、

修繕等に工事や補助を 行い、 安定し た飲料水の確保と 供給を 図

り ま す。

地域医療体制の充実 3 7 3 ,1 3 4 千円

　 医療体制を 充実さ せる ため、 町立病院・ 診療所に運営補助を

行い、 本町に赴任し た医師が働き やすい環境づく り と 医師の確

保対策に取り 組みま す。 さ ら に看護師不足解消のための施策に

も 取り 組み、 町民が安心し て住める ま ちづく り を 目指し ま す。

県単治山事業 2 2 ,4 1 1 千円

　 山地災害や河川への土砂流出を 防ぐ ため、 各地域において治

山事業を 進めま す。

那賀町消防本部、 消防署運営 2 6 6 ,5 8 0 千円

　 那賀町消防本部・ 消防署運営によ り 、 地域住民の生命と 財産

を 守り ま す。

那賀町消防団の運営 4 5 ,6 5 5 千円

　 地域防災を 担う 消防団の積極的な活動を 継続し 、 住民の安全

で安心な暮ら し を 守り ま す。

消防施設整備費 8 ,8 2 8 千円

　 地域の消防防災力の向上を 目的に、 詰所の整備や、 消防車の

整備点検、 消防水利の確保など 、 消防防災機能を高く 維持し ま す。

災害対策事業 9 ,1 0 7 千円

代替バス運行補助 9 9 ,0 5 9 千円

　 公共交通機関である バス 路線の維持を 図る ため、 バス 事業者

への補助金、 代替バス の運行や、 老朽化し たバス 停の修繕を 行

い、 高齢者や通学者の利便性を 確保し ま す。

防災行政無線施設 2 7 ,1 8 1 千円

　 防災行政無線と し て新設し た減災シス テムによ る 屋外放送や

防災アプリ によ り 防災情報を 周知し ま す。

　 ま た移動系防災無線や、 IP 無線、 衛星電話を 併用し 、 通信

網の充実を 図り ま す。

宅配サービスの利用促進 1 ,0 0 0 千円

　 商工会買物弱者対策事業に対し て支援を 行い、 買物弱者対策

と し て、 宅配サービ ス 事業・ 出前商店街事業を 行いま す。

【 歳入】　 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） 89,436千円

【 歳出】　 社会保障施策経費（ 総額） 1,022,710千円
（ 単位： 千円）
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⑷　 多様な人材が輝く 地域づく り の加速

高齢者の生き がいと 健康づく り
推進事業

1 9 ,7 0 3 千円

　 敬老会の開催や、 80 歳以上の方への敬老祝い金の支給などを

行います。 また各種の趣味講座等を開催し たり 、 シルバー人材セ

ンターを 運営する 等、 高齢者の生き がいと 健康づくり に努めます。

フ レ イ ル予防事業補助金 3 ,4 9 1 千円

　 健康に関する 様々なチェ ッ ク を 行い、 運動、 食事、 社会参加

についての指導を 行う こ と によ り 虚弱を 予防し 、 健康寿命の延

伸を 図り ま す。

⑸　 時代にあっ たふる さ と づく り の加速

ふる さ と 寄附金の増収 1 2 0 ,0 0 0 千円

　 各種ふる さ と 納税サイ ト で広く 寄附を 募り 、 地域活性化のた

めの各種事業の財源と し て活用し ま す。

　 南海ト ラ フ の巨大地震や豪雨災害等に備え、 避難所に必要

な水・ 食糧のほか、 簡易ト イ レ やパーティ ショ ン など を 備蓄

し 、 快適な避難所を 目指し て整備し ま す。

　 地域のコ ミ ュ ニティ ー活動等の促進や拠点避難所を 確保する

ため、 大・ 小会議室、 調理室、 防災備蓄庫等を 有する （ 仮称）

相生地域交流センタ ーを 整備し ま す。

　 平成26年４ 月１ 日よ り ５ ％から ８ ％へ、 令和元年10月１ 日よ り ８ ％から 10％へ、 消費税率が引き

上げら れたこ と に伴い、 地方消費税率も 1.0％から 2.2％に引き 上げら れており ま す。 その地方消費税

率引上げに伴う 地方消費税交付金の増収分については、 その使途を明確化し 、 社会保障施策に要する

経費に充てる も のと さ れていま す。

　 令和６ 年度一般会計予算における 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） の充当状況は、 次のと お

り です。 なお、 地方消費税交付金の引上げ分の各施策への充当方法は、 社会保障施策経費の一般財源

総額に対する 各施策経費の一般財源の割合によ り 按分し て算出し ていま す。
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電子申請の利用方法等については、

日本年金機構ホームページで動画を

公開し ており ます。

h ttp s://w w w .n e n k in .g o . j p /to k u se tsu /

d ensh i_ ko kunen .h tm l

　 本町の行財政状況は厳し さ を 増すばかり です。 限ら れた財源を 計画的かつ効率的に執行する こ と で最

大の効果を生み出す行財政運営が、 よ り 一層求めら れていま す。

　 監査委員と し ま し ては、 町の財務や事務について、 法令等に基づく 適法性や計数等の正確性、 効率的

な運営がなさ れている かの経済性と いっ た観点を 中心に監査を 進め、 町民の皆さ ま が望ま れている 「 公

正で透明性の高い行政」 の確保に貢献し たいと 考えており ま す。

　 令和６ 年度の年間監査等計画及び令和５ 年度の監査等実施状況につき ま し ては、 下記のと おり です。

令和６ 年度　 年間監査等計画

令和５ 年度　 年間監査等実施状況

那賀町代表監査委員  桝 田 正 憲
那 賀 町 監 査 委 員 　前 田 貞 好

月 監査の種類（ 内容） 備考

４ 月 行政監査（ 準公金）

例
月
現
金
出
納
検
査
は
、

４
月
～
３
月
の
毎
月
実
施
。

随
時
監
査
、

住
民
請
求
監
査
等
は
、

必
要
に
応
じ
て
実
施

５ 月 定期監査（ 委託）、 行政監査（ 準公金）

６ 月 行政監査（ 準公金、 不備伝票防止）

７ 月 決算審査（ 公営企業）・ 行政監査（ 準公金、 労働安全衛生）

８ 月
決算審査・ 基金運用審査・ 財政健全化判断比率等審査
・ 行政監査（ 準公金）

９ 月 行政監査（ 準公金、 備品管理）

10月 行政監査（ 準公金、 水道・ 集排の公営企業化）

11月 行政監査（ 準公金、 内部統制）

12月 行政監査（ 準公金、 Ｒ 5職員の勤務状況）

１ 月 財政援助団体等監査（ Ｒ 5指定管理者）・ 行政監査（ 準公金）

２ 月 定期監査（ 工事）・ 行政監査（ 準公金）

３ 月 行政監査（ 準公金、 町有林管理、 危機管理）

月 監査の種類（ 内容）

４ 月 行政監査（ 準公金）

例
月
現
金
出
納
検
査
は
、

４ 

月
～
３
月
の
毎
月
実
施
。

５ 月 行政監査（ 準公金、 支払遅延)

６ 月 行政監査（ 準公金）

７ 月 行政監査（ 準公金）・ 決算審査（ 公営企業）

８ 月
行政監査（ 準公金） 決算審査・ 基金運用審査
・ 財政健全化判断比率等審査

９ 月 定期監査（ 備品管理）・ 行政監査(準公金)

10月 行政監査(準公金)

11月 行政監査(準公金)

12月 定期監査（ Ｒ4職員の勤務状況）・ 行政監査（ 準公金）

１ 月 財政援助団体等監査（ Ｒ4指定管理者）・ 行政監査（ 準公金）

２ 月 定期監査（ 工事）・ 行政監査（ 準公金）

３ 月 行政監査（ 準公金、 町有林管理、 危機管理）

　 令和５ 年度の監査等実施状況ですが、 例月現金出納検査では、 支出事務における 金額や債権者の

間違い、 支払い遅延など の不備について、 重点的に指導を行い改善を求めてき ま し た。

　 定期監査では、 工事における 施工管理や契約等の事務処理、 職員の時間外など の勤務の実態、 備

品の使用や管理状況を把握する と と も に、 適宜改善を求めてき ま し た。

  決算審査では、 令和４ 年度の一般会計や特別会計及び公営企業会計の決算、 税や使用料等の債権

管理状況について、 審査を行いま し た。

　 行政監査では、 監査委員の立場で町の取り 扱う 準公金の管理状況について調査し ま し た。 ま た町

有林の管理や町の危機管理体制についても 聴取を行いま し た。

  財政援助団体等監査では、 指定管理者から 提出さ れた実績報告書等を も と に、 施設の管理運営や

経営状況を把握する と と も に、 適宜改善を求めてき ま し た。

　 令和５ 年度監査等の結果、 各事務全般について、 概ね適正に処理さ れている こ と を認めま す。

こ く ねん情報です

マイ ナポータ ルから スマホで

国民年金手続の電子申請ができ ます

口座振替の申込みは、

オンラ イ ンで申請でき ます！

那賀町役場住民課国民年金担当　 TEL 0 8 8 4 -6 2-11 9 4

徳島南年金事務所国民年金課　 　 TEL 0 8 8 -6 5 2-31 1 4

ねんり んたろ う く ん

対象手続

①国民年金（ 第１ 号被保険者） 加入の届出

　 →勤務先を 退職し た場合などの、 国民年金へ加入する手続

②国民年金保険料免除・ 納付猶予の申請

　 →経済的に保険料の納付が困難な場合に、 納付の免除または猶予を申請する手続

③国民年金保険料学生納付特例の申請

　 →学生の方が保険料の納付が困難な場合に、 納付の猶予を申請する手続

④国民年金付加保険料納付申出（ 辞退） の申出

　 →将来の老齢基礎年金の額を増やす場合に、 付加保険料を納付するための手続

⑤国民年金付加保険料該当（ 非該当） の届出

　 →農業年金に加入し た場合に、 付加保険料を 納付するための手続

⑥国民年金保険料の産前産後免除の届出

　 →出産予定または出産し た場合等に、 産前産後期間が免除と なる手続

　 ※令和６ 年９ 月2 3 日から ④、 ⑤、 ⑥の電子申請が出来るよう になり まし た。

マイ ナポータ ルから ねんき んネッ ト にログイ ンし 、 ねんき んネッ ト 上で口座振替の申

込手続きを行う こ と ができ ます。 申込手続き の操作手順は以下をご確認く ださ い。

口座振替の申込みは、 ネッ ト で手間なく ！簡単に！

メ リ ッ ト ① スマート フ ォ ンで簡単に申請でき ます！

2 4 時間3 6 5 日、 申請でき ます！メ リ ッ ト ②

処理状況や申請結果が確認でき ます！メ リ ッ ト ③

※申込方法の詳細や、 イ ンタ ーネッ ト 上での手続き が可能な金融機関は、 日本年金機構ホーム

ページでご確認く ださ い。 日本年金機構ホームページ： http s://w w w .nenk in .g o .j p /

パソ コ ン 、

スマート フ ォ ンがあれば、

手続き でき ます。

・ 書面による口座振替申出書の提出は不要です。

・ 年金事務所や金融機関等の窓口に出向く こ と なく 手続きを完了できます。

国民年金に加入中の方、

国民年金に加入さ れる方

国民年金保険料を

納付さ れる方

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/
https://www.nenkin.go.jp/
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今年度より 、 生

まれ育っ た那賀町

で職員と し て働く

こ と ができ るこ と 、 大変嬉し く 思

います。 町民の皆様一人一人に寄

り 添い、 地域に貢献出来るよう 、

日々努めて参り ますので、 どう ぞ

よろ し く お願い致し ます。

今年度から 那賀

町の職員と し て働

ける こ と を 大変嬉

し く 思います。 至ら ない点も 多く

ある かと は思いま すが、 町民の

皆様に寄り 添い、 より 良い生活を

送っ て頂く ために精進し てまいり

ま すので、 よ ろ し く お 願い致し

ます。

生まれ育っ た那

賀町で保育教諭と

し て働ける こ と を

大変嬉し く 思います。 たく さ んの

自然に触れ、 のびのびと 遊ぶこ と

を大切に、 子ども たちと 共に私自

身も 成長でき るよう 精進し て参り

ます。 よろ し く お願いし ます。

今年度より 、 那

賀町の職員と し て

働ける こ と を 嬉し

く 思います。

私は那賀町出身で はな いので

すが、 こ の町は私の両親が出会っ

た特別な町です。

那賀町に少し でも 多く 貢献でき

るよう 、日々精進し てまいり ます。

生まれ育っ た那

賀町で働く こ と が

で き 、大変嬉し く

思いま す。至ら ない点は多々ある

と 思いますが、地域の皆様に少し

でも 寄り 添えるよう 努めてまいり

ますので、ど う ぞよ ろ し く お願い

いたし ます。

今年度より 那賀

町の看護職員と し

て働く こ と ができ

大変嬉し く 思います。地域の皆様

に寄り 添い、那賀町の医療に少し

でも 貢献でき るよう 頑張っ て参り

ます。ど う ぞよ ろ し く お願いいた

し ます。

令和６ 年４ 月１ 日採用令和６ 年４ 月１ 日採用

那賀町新規職員紹介那賀町新規職員紹介

今年度より 、 那

賀町職員と し て働

ける こ と を 大変嬉

し く 思います。 町民の皆様がより

良い暮ら し を 送れるよう 、 尽力す

る 所存で す。 那賀町に貢献で き

る 職員を 目指し て ま いり ま すの

で、 どう ぞよろ し く お願いいたし

ます。

井
いのう え

上　 美
み ゆ き

幸

湯
ゆ あ さ

浅　 　 龍
り ゅ う

坂
さ かも と

本　 瑞
み ず き

稀

谷
たに

　 百
も も か

々花

中
なかじ ま

島　 佳
け い た

汰

蛇
じ ゃ のめ

目　 朋
と も か

佳

木
き のし た

下　 貴
た か こ

子

那賀町職員と し

て故郷で働けるこ

と を 大変嬉し く 思

います。笑顔で挨拶を 返し てく れ

るなどと ても 温かい町民の皆様が

より 良い暮ら し を営んでいただけ

る よ う 精一杯努めて 参り ま すの

で、ど う ぞよ ろ し く お願いいたし

ます。

宮
みやぐ ち

口　 礼
れ お

穂

生まれ育っ た那

賀町で働く こ と が

で き、大変嬉し く

思います。保育士と し て、持ち前の

明る さ と 元気で 子ど も た ち の成

長の糧と なれるよう 精進し て参り

ま す。ど う ぞよ ろ し く お願い致し

ます。

田
た な か

中　 紀
き え

恵

今年度から 那賀

町で消防職員と し

て働ける 事が大変

嬉し く 思います。幼い頃から の夢

が消防士でし た。こ れから は地域

の皆様に寄り 添い信頼さ れる消防

士になれるよう 精一杯努めてまい

り ま すので よ ろ し く お願い致し

ます。

山
やまにし

西　 健
け ん し ろ う

志郎

はじ めま し て。 こ の度、 那賀町地域おこ し 協力隊と し て農業振興課に

着任し ま し た市場敦子と 申し ま す。 大学で経済学の観点から 地域活性化

について研究し ており 、 卒業後、 ゆず加工品を主力商品と する 食品会社

で営業、 事務職に従事し ており ま し た。 仕事をし ていく 中で柑橘類を栽

培から し てみたい！と いう 思いが強く なり 、 退職後、 農業大学校で柑橘

栽培を学び、 農家さ んの元でご指導頂き ながら 柑橘栽培に携わってき ま

し た。 こ の度、 柑橘栽培や農作業全般に従事する こ と はも ちろん、 空き

農地と 新規就農者と のマッ チング 、 休耕地の有効活用にも 力を注ぎたい

と 考えていま す。

那賀町の農業振興、 地域活性化のお役にたてる よ う 日々、 精進し ていき ま すので、 どう ぞよ ろし く お願いい

たし ま す。

４ 月よ り 、 地域おこ し 協力隊と し て木頭に移住し ま し た立川洋子です。

先に夫がゆず農家になる ために活動し ていたので、 私は市内から 忙し いと き 等に、 木頭に来て手伝いをし て

いま し た。

こ の春、 次男が高校卒業する のを機に本格移住し て、 木頭で農業をし ながら 生活する こ と になり ま し た。

私が協力隊である 三年間でし たいこ と は、 柚冬庵で加工を学び、 く る く でのイ ベント に参加し 販売に関わる

事。 そし て、 自分でも ケイ ト ウ 等の農産物を栽培でき る よ う になる 事です｡   

ま た、木頭の人たちに名前と 顔を覚えて頂く ためにも 、地域のイ ベント にも 積極的に参加し たいと 思いま す。

農業未経験の夫と 私が、どこ ま ででき る かわかり ま せんが、木頭の方々に教えていただき ながら 、日々頑張っ

ていき たいと 思いま す。 よ ろし く お願いし ま す。

相生地区担当　 市場　 敦子

木頭地区担当　 立川　 洋子

昨年度１ 年間の県立中央病院地域医療科にて 上那昨年度１ 年間の県立中央病院地域医療科にて 上那

賀病院、 木沢診療所、 日野谷診療所で勤務さ せていた賀病院、 木沢診療所、 日野谷診療所で勤務さ せていた

だき まし た。 今年度より 木頭診療所所長に拝命いたしだき まし た。 今年度より 木頭診療所所長に拝命いたし

ます岩佐修平と 申し ます。 地域に根ざし た医療を 心がます岩佐修平と 申し ます。 地域に根ざし た医療を 心が

け、 皆さ まの健康にお役立ちでき るよう 尽力し ていきけ、 皆さ まの健康にお役立ちでき るよう 尽力し ていき

たいと 思いますので、 健康面で気になるこ と があり またいと 思いますので、 健康面で気になるこ と があり ま

し たら お気軽にお声かけ下さ い。　し たら お気軽にお声かけ下さ い。　

岩佐 修平岩佐 修平

４ 月から 上那賀病院に勤務する こ と になり まし た４ 月から 上那賀病院に勤務する こ と になり まし た

立石聖士と 申し ます。立石聖士と 申し ます。

専攻は整形外科で すが、 内視鏡やエ コ ー検査を 含専攻は整形外科で すが、 内視鏡やエ コ ー検査を 含

めた内科疾患も 診察でき るよう 研鑽し てき まし た。めた内科疾患も 診察でき るよう 研鑽し てき まし た。

那賀町内の皆様の健康を 守る お手伝いを でき るよ那賀町内の皆様の健康を 守る お手伝いを でき るよ

う こ れから も 精進し て参り ます。 よ ろ し く お願いしう こ れから も 精進し て参り ます。 よ ろ し く お願いし

ます。ます。

立石 聖士立石 聖士

丹生丹生のの谷谷のの
町医者町医者からから
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令和６ 年度  後期高齢者健康診査のお知ら せ令和６ 年度  後期高齢者健康診査のお知ら せ

※長期入院、 施設入所等の方及び令和６ 年1 0 月以降に後期高齢者医療制度に加入の方は、 対象外です。

１ ． 申込みをし なく ても 受診券が届く 方

　 ①令和５ 年1 0 月１ 日から 令和６ 年９ 月3 0 日までの新規加入者（ 7 5 歳になっ た方など）

　 　 ※令和６ 年1 0 月１ 日以降に後期高齢者医療制度に加入予定の方は、 加入前の健康保険の特定健診を受

診し てく ださ い。市町村国保の場合は、受診券の有効期限を確認し て、期限内に受診し てく ださ い）。

　 ②昭和2 0 年４ 月生まれの方から 昭和2 3 年９ 月生まれの方

　 ③令和５ 年度に後期高齢者健康診査受診券で健診を受診さ れた方

　 　 ※広域連合が受診を確認でき た方に限り ます。

　 ④生活習慣病と 診断さ れていない方

　 　 ※生活習慣病と は、 生活習慣が発症原因に深く 関わっ ていると 考えら れる病気で、 糖尿病、 高血圧性

疾患、 脂質異常症、 虚血性心疾患、 その他心疾患、 く も 膜下出血、 脳内出血、 脳梗塞、 脳動脈硬化、

その他脳血管疾患、 動脈硬化等があり ます。

２ ． 申込みにより 受診券が届く 方

　 上記１ 以外の方で、 受診を希望する方

　【 申込期間】 ６ 月中旬から 1 2 月６ 日まで

　【 申 込 先 】　那賀町役場税務保険課・ 各支所（ 出張所）・ 保健セン タ ー窓口に備付

けの健康診査申込書でお申し 込みく ださ い。

診券送付時期： ７ 月上旬から 1 2 月1 3 日まで（ 加入時期や申込時期に応じ て送付）

受 診 費 用： 無料

受 診 期 間：「 健康診査受診券」 を受け取ら れたと き から 令和６ 年1 2 月末まで

健 診 項 目： 身体計測、 血圧測定、 血液検査（ 貧血検査含む）、 尿検査、 心電図検査、 眼底検査

※市町村国保の特定健診と 同じ 項目です。

※眼底検査は、 医師の判断により 検査が必要な方のみ実施し ます。

※がん検診は、 お住まいの市町村へお問い合わせく ださ い。

予　 　 　 　 約： 受診する医療機関に事前予約が必要

持参するも の： 健康診査受診券・ 後期高齢者の質問票（ 受診券に同封し ています）・ 被保険者証等

　 後期高齢者医療制度に加入さ れている方を 対象に、 糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防

のため、 健康診査を実施し ます。「 健康診査受診券」 が届いた方は、 必ず受診し まし ょ う 。

● 後期高齢者医療制度健康診査に関するお問い合わせ先 ●

徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　 徳島市川内町平石若松7 8 番地１（ 0 8 8 ‒6 7 7 ‒3 6 6 6 ）

那賀町役場 税務保険課（ 0 8 8 4 ‒6 2 ‒1 1 8 2 ） ／ 那賀町 保健センタ ー（ 0 8 8 4 ‒6 2 ‒3 8 9 2 ）

令和６ 年度  公的医療機関の勤務体制
■上那賀病院　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 6 –0 2 1 1 　

■日野谷診療所　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 2 –0 0 7 3 　

■木頭診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 8 –2 1 0 2 　

■木沢診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 5 –2 4 0 9

■北川診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 9 –2 2 0 1

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前
花田

天満病院医師

松本

徳島大学整形

海部病院医師

立石

原田(3 )

海部病院医師

平田

花田

松本
－ －

午後
立石

天満病院医師

平田

影治（ 2・ ４ ）

花田

海部病院医師

平田

海部病院医師

松本

花田

日赤医師（ 3）

－ －

検査 － 平田 花田 松本 － －

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前
江川

立石

石田

浜田

平田

浜田

江川

　 石田※

江川

　 立石※
－ －

午後
江川

平田

江川

浜田

立石

浜田

江川

　 石田※

江川

　 立石※
－ －

検査 平田 江川 浜田 浜田 － －

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前
岩佐

稲次病院（ ４ ）
岩佐 岩佐 岩佐

日赤医師（ １ ～３ ）

戸田皮膚科（ ４ ）
－ －

午後
岩佐

稲次病院（ ４ ）
－ 岩佐 －

日赤医師(１ ～３ )

戸田皮膚科(４ )
－ －

歯科
午前 徳大医師 － － － 徳大医師 － －

午後 徳大医師 － － － 徳大医師 － －

月 火 水 木 金 土 日

診察
午前 ※亀井病院 － － － － － －

午後 ※亀井病院 石田 平田 松本 － － －

月 火 水 木 金 土 日

診察
午前 － － － － － － －

午後 － 岩佐 － 岩佐 － － －

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分  午後２ 時～午後４ 時3 0 分　 一部予約制を 行っ ている ため、 診療の順番が前後する 場合があり ます。

毎週月曜日、 天満病院医師によ る 外来です。

毎週水、 木曜日海部病院医師によ る 外来です。 第２ ・ 第４ 火曜日午後は影治医師（ 海部病院） によ る 脳神経外科外来です。

第３ 水曜日午前は原田医師の皮膚科外来です。 第３ 金曜日午後は徳島赤十字病院医師によ る 循環器外来です。

毎週火曜日午前は徳島大学医師によ る 整形外科外来です。 各支援医師等の診療日については事前にお問い合わせく ださ い。

＊休 診 日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分  午後２ 時～午後４ 時3 0 分　 一部予約制を 行っ ている ため、 診療の順番が前後する 場合があり ます。

医師の診察日、 予約等については事前にお問い合わせく ださ い。 当日予約枠が満杯の場合、 医師の指名ができ ませんのでご了承く ださ い。

　 　 　 　 　 　 ※木・ 金曜日は不定期で亀井病院の岩田医師（ 外科） の診察と なる 日があり ます。

＊休 診 日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分  午後２ 時～午後４ 時3 0 分　

　 月曜日（ 第４ 週） の診療は、 稲次病院支援医師によ る 診療です。

　 金曜日（ 第１ 週～第３ 週） の診療は、 徳島赤十字病院から の支援医師によ る 診療、

　 金曜日（ 第４ 週） の診療は戸田皮膚科医院の支援医師によ る 診療です。 診療日については事前にご確認く ださ い。

＊休診日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午後１ 時～午後４ 時3 0 分　

　 　 　 　 　 　 ※第２ 月曜日　 亀井病院　 折野医師（ 内科） の診療があり ます。 診察日については事前にご確認く ださ い

＊休 診 日： 月曜日、　 火～木曜日の午前、 金曜日、 土曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午後２ 時～午後３ 時

＊休診日： 月曜日、 火曜日の午前、 水曜日、 木曜日の午前、 金曜日、 土曜日、 日曜日、 祝祭日

対象者

から のお知ら せ険



那賀町地域子育て支援セン タ ーから のお知ら せ
開所日： 平日９ ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 　 TEL 0 8 8 4 –6 4 –1 2 2 0

3 6広報なか3 7 広報なか

から のお知ら せ険

軽自動車税軽自動車税(種別割)(種別割) のの

減免について減免について

令和６ 年６ 月１ 日から 入院時の食事代が変わり ます令和６ 年６ 月１ 日から 入院時の食事代が変わり ます

障がい者の方が所有する 軽自動車で、 専ら 障がい者のために継続し て

使用さ れる も のについて、 一定の要件に該当する も のは、 納税義務者等

の申請によ り 軽自動車税（ 種別割） を全額免除し ま す。（ 障がい者等減免）

減免の対象と なる 障がいの区分や等級、 家族が運転する 場合は使用目

的など、 各種要件があり ま すので、 必ずお問い合わせく ださ い。

対象者： 身体障害者手帳、 戦傷病者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健福祉手帳の交付を 受け

ており 、一定の要件を満たし ている 方

★ 車体の構造や装置が、障がい者利用のために特殊な仕様と なっている 軽自動車（ 車検証に「 身体障害者輸送車」「 車

いす移動車」 などの記載がある も の等） も 減免の対象になり ま す。（ 構造減免）

★公益のために直接専用する 軽自動車（ 必要と 認める も の） も 減免の対象になり ま す。（ 公益減免）

毎年申請が必要です!

受付は令和６ 年４ 月１ 日～

５ 月2 4 日まで 

障がい者一人につき １ 台を 申請で

き ます。 普通自動車の減免を 受け

ている場合は申請でき ません。

お問い合わせ　 那賀町役場 税務保険課　 TEL 0884–62–1182

申請書の受付期間： 令和６ 年４ 月１ 日（ 月） ～　 令和６ 年５ 月2 4 日（ 金）　

提 　 　 出 　 　 先： 那賀町役場 税務保険課及び役場各支所へ提出し てく ださ い。

※従来の軽自動車税は、 令和元年1 0 月１ 日より 、「 軽自動車税(種別割)」 に名称変更さ れまし た。

※詳し く は、令和６ 年４ 月号（ N o .2 1 9 ）に掲載し ており ますのでそちら をご確認く ださ い。

後期高齢者医療の被保険者の方へ

所得区分 令和６ 年５ 月3 1 日まで 令和６ 年６ 月１ 日から

① 一般・ 現役並み所得者 4 6 0 円 4 9 0 円

② ③④のいずれにも 該当し ない指定難病患者 2 6 0 円 2 8 0 円

③ 低所得Ⅱ
9 0 日以内の入院(過去1 2 か月の入院日数) 2 1 0 円 2 3 0 円

9 0 日を超える入院(過去1 2 か月の入院日数)※ 1 6 0 円 1 8 0 円

④ 低所得Ⅰ 1 0 0 円 1 1 0 円

所得区分 令和６ 年５ 月3 1 日まで 令和６ 年６ 月１ 日から

一般・ 現役並み所得者 4 6 0 円※（ 4 2 0 円）   4 9 0 円 ※（ 4 5 0 円）

低所得Ⅱ 2 1 0 円 2 3 0 円

低所得Ⅰ 1 3 0 円 1 4 0 円

低所得Ⅰ(老齢福祉年金受給者) 1 0 0 円 1 1 0 円

※低所得Ⅱの方で「 9 0 日を超える入院」 は、 事前に認定申請をし て長期入院該当の認定を受けていないと 適用さ れません。

※保険医療機関の施設基準等により 、(   )内の場合も あり ます。

●入院し た時の食事代（ １ 食あたり ）

●療養病床に入院し た時の食事代（ １ 食あたり ）

お問い合わせ先

徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　 徳島市川内町平石若松78 番地１（ 0 8 8 ‒6 7 7 ‒3 66 6 ）

那賀町役場 税務保険課（ 0 8 8 4‒6 2 ‒1 1 8 2 ）

2 0 2 4 年５ 月８ 日～６ 月７ 日までの行事予定
５ 月　  ９ 日(木)　 　 　 　 　 　   パネルシアタ ーをたのし も う ♪

　 　 　 1 0 日(金)　 1 0 ： 3 0 ～　 親子ヨ ガ

　 　 　 1 4 日(火)　 1 0 ： 3 0 ～　 ねんどであそぼう ♪

　 　 　 1 6 日(木)　 　 　 　 　 　   大型絵本を楽し も う ♪

　 　 　 2 1 日(火)　 1 0 ： 3 0 ～　 絵本の読み聞かせ(お話し 玉手箱)

　 　 　 2 5 日(土)　 　 　 　 　 　   那賀のなかよし マルシェ

　 　 　 2 8 日(火)　 1 0 ： 0 0 ～　 那賀町山のおも ちゃ 美術館であそぼう ♪

６ 月　  ４ 日(火)　 　 　 　 　 　   し ゃ ぼんだまであそぼう ♪

　 　 　  ６ 日(木)　 　 　 　 　 　   パネルシアタ ーを楽し も う ♪ 

★ 2 0 2 4 年３ 月の利用者数
1 4 3 名

各こ ども 園の各こ ども 園の

子育て支援日について子育て支援日について

★あいおいこ ども 園

　（ 火・ 木曜日の９： 00 ～12： 00 ）

★ひら だにこ ども 園

　（ 木曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★き と う こ ども 園

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★出張ひろ ば（ 旧桜谷保育園）

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

※ 出張ひろ ばのみ前週の金曜日まで

に予約を し て く だ さ い。 予約は

那賀町地域子育て 支援セ ン タ ー

まで。

TEL 0 8 8 4 ‒6 4 ‒1 2 2 0

プログラ ムが変更・ 中止になる場合も あり ます。 ご理解と ご協力をお願いいたし ます。（ プログラ ムは午前中に行っ てい

ます。） 不明な点があり まし たら 那賀町地域子育て支援センタ ーまでお問い合わせく ださ い。

５ 月生まれのお友だちお誕生日おめでと う ♪　 　

５ 月がお誕生日のお友だち はプ レ ゼン ト の準備を し ますので、５ 月1 7 日

（ 金）までに当センタ ーまでお知ら せ下さ い。 待っ ています♪

【 那賀のなかよし マルシェ 】

日　 時： ５ 月25 日（ 土） ９ ： 00～12 ： 00

場　 所： 那賀町地域子育て支援センタ ー・ フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー

内　 容：  ゲームコ ーナー（ 先着1 0 0 名）・ 製作コ ーナー（ 先着4 0 名）・ 記念写真（ 先

着3 0 名）・ ヨ ガ・ サイ エン スショ ー・ お話し 玉手箱・ フ リ ーマーケッ ト

 　 　 　 　 ※先着制のコ ーナーは、 チケッ ト を配布いたし ます。

対　 象： ０ 歳から 小学６ 年生の子ども と 、 その保護者（ ※保護者同伴必須）

駐車場： 阿井交流センタ ーのグラ ウンド （ 旧阿井小学校）

から のお知ら せ険

軽自動車税納付確認システム軽自動車税納付確認システム

（ 軽JNK S（ ジェ ンク ス））について（ 軽JNK S（ ジェ ンク ス））について
軽JNKS（ ジェ ンク ス ） は、 軽自動車税納付確認シス テムの略語で、 市区町村が賦課徴収する 車両ごと の軽自動車税（ 種

別割） の納付状況を、 全国の軽自動車検査協会がオンラ イ ンで確認でき る シス テムです。

令和５ 年１ 月から 運用が始ま り ま し た。 全国の軽自動車検査協会で納付確認ができ る ため、 車検の際に継続検査窓口で

の「 納税証明書の提示」 が原則不要と なり ま す。

・  納付直後のため、 軽JNKSに納付情報が登録さ れていない場合（ 納付情報が確認でき る ま で1～2週間程度必要） 

・ 対象車両に過去の未納がある 場合（ 以前の所有者含む）

・ 名義変更（ 中古車購入など ） 直後の場合

・ 他の市町村へ引っ越し た直後の場合等 

　 納付後すぐ に継続検査（ 車検） を受ける 場合は、 窓口等で納付書を使って現金で納付し 、

　 受け取ら れた納税証明書をご提示く ださ い。

＊自動二輪車（ バイ ク ） は軽JNKS対象外ですので車検の際には、 従来ど おり 紙の納税証明書の提示が必要です。  

　 ただし 、 令和７ 年度から は軽JNKSの対象と なる 予定です。

　 軽自動車税（ 種別割） を口座振替で納付さ れた方には、 振替確認後に、 こ れま で６ 月中旬頃に納税証明書（ 継続検査用）

を送付し ていま し たが、 軽JNKSの運用に伴い、 令和７ 年度よ り 送付を廃止予定です。 ご理解いただき ま すよ う お願いいた

し ま す。

　 ＊軽自動車税（ 種別割） の納付を口座振替で利用さ れている方へ（ お知ら せ）＊

＊以下の場合などでは、 従来どおり 「 紙の納税証明書」 が必要と なる場合があり ますのでご注意く ださ い＊



3 8広報なか3 9 広報なか

那賀町消防署から のお知ら せ那賀町消防署から のお知ら せ

◆スト レスについて

　 新年度にな り 、 １ ヶ 月が経過し ま し

た。 大型連休も あり 、 やる気のスイ ッ チ

が入り にく く なっ ている方も おら れるの

ではないでし ょ う か？スト レスと は、 何

ら かの刺激によっ て生体に生じ る生理的

なひずみと こ れに対する非特異的な生体

反応であり 、 発生元は職場や家庭、 経済

的問題など人それぞれです。 またそのス

ト レスが原因で、 身体や心に悪影響を及

ぼすこ と があり ます。 あく までも 統計上

での報告ではあり ますが、 スト レスは血

圧を上昇さ せ、 血液循環を悪く するこ と

が考えら れています。 その結果、 脳卒中

や心不全、 鬱病、 肥満症、 自律神経失調

症、 胃・ 十二指腸潰瘍などを引き 起こ し

ます。

　 スト レスはコ ント ロールするこ と がで

き ます。 生活習慣を見直し 、 適度な運動

をするなどし てスト レスによるリ スク を

軽減し 、 健康的に過ごし まし ょ う 。

全ての住宅に設置が義務付けら れています

家族を守る 住宅用火災警報器

◆ギャ ラ リ ート ーク

日　 時： ５ 月1 2日(日) 午後２ 時～３ 時

講　 師： 大平直輝氏（ 夢二研究家）

◆展示解説　

日　 時： ６ 月２ 日(日） 午後２ 時～３ 時

講　 師： 当館学芸員 

＊各行事は所定の入館料が必要です

◆講座のお知ら せ「 古文書講座」

日　 時： ５ 月2 5日（ 土）

　 　 　 　 午後１ 時30分～３ 時30分

各行事の申込・ お問い合わせ

相生森林美術館（ 62-111 7 ）

お問い合わせは

那賀町消防本部　 ☎0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 1

那 賀 町 消 防 署　 ☎0 8 8 4 -6 2 -1 1 1 9

上 流 出 張 所　 ☎0 8 8 4 -6 7 -0 6 2 5 　

までお願いいたし ます。

相生森林美術館だより相生森林美術館だより

◆春の企画展｢生誕140 年　 竹久夢二展」

期　 間： ４ 月27日（ 土）～ ６ 月1 6日（ 日）

休館日： 毎週月曜日（ 祝日の場合は翌日）

入館料： 一般（ 高校生以上） 5 50円、

　 　 　 　 中学生以下無料

　 愁いを秘めた美人画で一世を風靡し た

竹久夢二（ 18 84 ～193 4）。 夢二は大正

浪漫を代表する画家と し て、 時代を反映

し た抒情豊かな 作品を 数多く 残し ま し

た。 今回の展覧会では、 貴重な肉筆画を

はじ め、 雑誌『 婦人グラ フ 』 の表紙など

を 飾っ た版画作品、 夢二作詞で 多く の

人々の心にのこ る「 宵待草」 などの楽譜

表紙、 夢二の撮っ た貴重な写真などを展

示紹介し ています。 今日でも 多く の人々

を 魅了し て やま な い竹久夢二の作品の

数々をこ の機会にどう ぞご覧下さ い。

暮 ら し の 情 報暮 ら し の 情 報

暮 ら し の 情 報暮 ら し の 情 報

コ ン パスQ Rコ ード

四国南東部イ ベント 情報四国南東部イ ベント 情報

◆春期企画展「 中岡慎太郎館の名品－

　 寄贈・ 寄託資料を中心に－」

開催日： ４ 月1 3日(土)～５ 月27 日(月)

場　 所： 中岡慎太郎館（ 高知県北川村）

連絡先： 中岡慎太郎館

　 　 　 　 ☎088 7-38 -8 6 0 0

◆押し 花アーティ スト 杉野宜雄展

　 inモネの庭2 024

開催日： ５ 月25 日(土)～６ 月30 日(日)

場　 所： モネの庭（ 高知県北川村）

連絡先： モネの庭

　 　 　 　 ☎088 7-32 -1 2 3 3

◆馬路温泉バラ 風呂

開催日： 5月12 日(日)

場　 所： 馬路温泉（ 女性風呂限定）

　 　 　 　（ 高知県馬路村）

連絡先： 馬路温泉

　 　 　 　 ☎012 0-44 -2 0 2 6

◆拝宮農村舞台公演

開催日： ５ 月2 6日(日)

場　 所： 拝宮神社境内

連絡先： 那賀町教育委員会

　 　 　 　 ☎088 4-62 -1 1 0 6

5 ・ 6 月　 那賀よし ク ラ ブ5 ・ 6 月　 那賀よし ク ラ ブ

☆令和６ 年度会員募集中！

全教室初回無料体験実施中！

場所： 鷲敷B& G海洋センタ ー体育館

◆こ ども 体操教室

毎週火曜日 午後６ 時15分～７ 時15 分

第１ ・ ３ 週は小学校低学年

第２ ・ ４ 週は幼児

◆歪み改善！ポールほぐ し

毎月第１ ・ ３ 火曜日 午前10 時～11 時

◆コ コ ロと カ ラ ダ、 すっ き り ヨ ガ

毎週木曜日 午前1 0時～1 1時

◆気軽に運動教室《 ナカ スポ》

毎月第１ ・ ３  火曜日、 毎週木曜日

午前1 0時～1 1時

◆キッ ズダンス教室

毎月第１ ・ ３ 土曜日

第１ 土曜 午後６ 時～７ 時（ 小学２ 年生以下）

            午後７ 時～８ 時（ 小学３ 年生以上）

第３ 土曜  午後７ 時～８ 時（ 全年齢対象）

◆体幹バラ ンス・ ポール＆ヨ ガ

毎月第１ ・ ３ 火曜日

午後７ 時30分～８ 時30 分

◆オヤスミ まえのリ ラ ッ ク スヨ ガ

毎週木曜日 午後７ 時30分～８ 時30 分

◆エアロビク ス

毎月第２ ・ ４ 土曜日 午後８ 時～９ 時

※ 詳し い内容等はク ラ ブ事務局にあるパ

ンフ レッ ト をご覧いただく か下記連絡

先までお問い合わせく ださ い。

☎088 4-6 2 -1 3 0 0

那賀交番から のお知ら せ那賀交番から のお知ら せ

◆山岳遭難に注意

＜コ ンパスに登録し まし ょ う ！＞

① 下のQ Rコ ード を 読み取っ て、 コ ン パ

スのサイ ト から 新規登録を行いまし ょ

う 。

② 新規登録が終われば、 登山へ行く 前に

コ ンパスで登山届を登録し まし ょ う 。

川口エネ・ ミ ュ ー便り川口エネ・ ミ ュ ー便り

◆工作教室「 コ ズミ ッ ク ボト ル」

開催日：  ５ 月1 1 日(土)～５ 月26 日(日)

の土日

時　 間： ９ ： 30～16 ： 3 0

材料費： 3 00円

◆「 ド ローン楽し み隊」 (電話申込)(抽選)

開催日： ６ 月８ 日(土)　

時　 間： ①12 ： 0 0～13： 00

　 　 　 　 ②14 ： 0 0～15： 00

定　 員： 各回10名 

　 　 　 　 ※申込多数の場合は抽選

対　 象： ５ 歳以上

参加料： 無料

場　 所：  那賀町林業ビジネスセンタ ー

申込締切： ５ 月2 4日(金)

申込方法： 電話（ 08 84-6 2 -2 2 0 9 ）

協　 　 力： 那賀町

女性のための生き 方なんでも 相談女性のための生き 方なんでも 相談

相談時間は、 １ 回50 分、 相談料は無料。

※面接相談・ 電話相談と も に予約が必要

◆面接相談・ 電話相談

日時： 第１ ・ 第３ ・ 第５ 火曜日

　 　 　 午後１ 時～午後５ 時まで

　 　 　 第２ ・ 第４ 火曜日　

　 　 　 午後１ 時～午後４ 時まで

　 　 　 第２ ・ 第４ 金曜日

　 　 　 午後１ 時～午後４ 時まで

場所： 阿南市役所５ 階　 相談室

◆オンラ イ ン相談

日時： 第３ 土曜日

　 　 　 午後１ 時から 午後３ 時まで

場所： 阿南市役所５ 階　 相談室

☎0 884 -22 -0 3 6 1

※ 内容の詳細については、 上記問合せ先

までお問合せく ださ い。

（ 一社）四国の右下

観光局HP

（ 一社）高知県東部

観光協議会HP
竹久夢二「 婦人グラ フ 5 月号表紙（ 藤の花）」

大正1 5 年　 木版画

　 　 　 　 　 五種混合ワク チンが　 　 　 　 　 五種混合ワク チンが

定期予防接種になり まし た定期予防接種になり まし た

令和６ 年４ 月１ 日～

那賀町保健センタ ー　 　 電話： 0 8 8 4 -6 2 -3 8 92

◎五種混合ワク チンっ て？！

　 四種混合ワク チン（ ジフ テリ ア、 百日せき、 破傷風、 ポリ オ） にHib ワク チンを 合わせたワク チ

ンです。 今まで２ 種類の別のワク チンと し て接種し ていたも のが、 １ つのワク チンと し て接種がで

きるよう になり ます。 こ のワク チンは、 四種混合、 Hib と 同様に生後２ か月から 接種できます。

　 現時点で四種混合、 Hib ワク チンで接種を 開始さ れている方は、 原則、 同じ ワク チンで接種を完

了するこ と になっ ています。 すでに予診票をお渡し し ている方で、 こ れから 接種を開始するお子さ

んについては、 五種混合で接種を始めるこ と も できます。

　 令和６ 年４ 月１ 日以降に生まれたお子さ んから は五種混合の予診票でお渡し し ます。

　 ※五種混合での接種をご希望の方は保健センタ ー（ 予防接種担当） までお問い合わせく ださ い。

秘密
厳守
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ひ ら の 図 書 室 だ よ り

新着本を紹介し ます

※一部だけご紹介し ます。

■ 児童書

あめあがり のし ゃ ぼんだま 吉田　 瑠美

かげ　 ひかり  元永　 定正

たなのう えのひこ う じ ょ う  中村　 至男

■ 一般書

行動するこ と が生き るこ と である 宇野　 千代

毒笑小説 東野　 圭吾

ジブリ のなかまたち 鈴木　 敏夫

■ ひら の図書室

【 住　 所】 那賀町平野字妙見前１ －１ （ 旧平野小学校校舎１ 階）

【 開室日】 火・ 木曜日９ ～16時、 第二・ 四土曜日９ ～12時 ※祝日はお休み

【 メ ールアド レ ス 】 hiranolibrary@gm ail.com

  ※貸出期間は２ 週間、 室内での読書やPCの利用が可能です。

　 　 ご来室の際は、事前にご連絡いただける と 助かり ま す。（ 感染症流行のため、

臨時休室する こ と があり ま す。）

来月６ 月８ 日でひら の図書室開室１ 周年！「 校舎を片づけ

ないと …よ し ！日にち決めて、 図書室作る っ てSNSで宣言し

よ う ！」 が、 始ま り です。 年明けにかけては、 ママ友交流会

やUIタ ーン者交流会、 マルシェ と 元気に活動さ せても ら い、

おかげさ ま で図書室ス ペース も ２ 部屋と なり ま し た 。「 場所」

をつく る こ と で、 何かし ら に利用し ても ら える おも し ろさ を

ひし ひし と 感じ ていま す。 地域に関わる 催し 物の際に、 控室

や打ち合わせ場所に使っ ても ら えたり 、 何かし ら のグループ

の集ま り に使っ ても ら えたり 、 帰省し た地域の方が「 ああ、

入れる んじ ゃあ！」 と 喜んでも ら えたり 。 ６ 月…ひら の図書

室…エアコ ン問題の季節に入り ま し た。 こ れを 執筆し ている

のは３ 月末時点では、 未設置です。 ど う なっ ている か。 イ ツ

キ邸も 地道にやっており ま す。 ま たの報告をお楽し みに！

相生地区担当　 藤本　 雪絵

木 頭 図 書 館 だ よ り

鷲 敷 図 書 室 だ よ り

■ 木頭図書館
T EL 0884–68–2226

F AX 0884–68–2566

【 休 館 日】 日曜・ 祝日・ 第３ 月曜日

【 開館時間】 10： 30～18： 00（ 土曜は17： 00ま で）

  ※１ 人10冊ま で。 貸出期間は２ 週間です。

■ 鷲敷図書室 T EL・ F AX 0884–63–0117

【 休 室 日】 月曜・ 火曜

【 開室時間】 9： 00～12： 00、 13： 00～16： 00

  ※木頭図書館の本も 貸出でき ま す。

新着本を紹介し ます

※一部だけご紹介し ます。

＊ ご利用く ださ いませ ＊＊ ご利用く ださ いませ ＊ 木頭図書館　 蔵書

■ 児童書

じ っ ちょ り んのあるく みち かと う  あじ ゅ

リ ゼッ テう そをつき にいく  カ タ リ ーナ・ ヴァ ルク ス

まっ し ろ し ろ く ま 柴田ケイ コ

はじ めまし て 近藤薫美子

ひき石と 24丁のと う ふ 大西　 暢夫

いし ゃ がよい さ く ら  せかい

こ う さ ぎのあいう えお 森山 京/大社 玲子

なぞなぞのすき な女の子 （ 新装版） 松岡 享子/大社 玲子

図書館にいたユニコ ーン マイ ケル・ モーパーゴ

ペルペルの魔法―ピピンと ト ムト ム物語 

たかどの ほう こ /さ と う  あや

ギュ レギュ レ！ 斉藤　 　 洋

ずかん根っ こ  大山　 卓爾

■ 一般書

ぼく たちはき っ と すごい大人になる 有吉　 玉青

よう こ そヒ ュ ナム洞書店へ フ ァ ン・ ボルム

俺たちの箱根駅伝 池井戸　 潤

いのちのめがね 灰谷　 　 孝

シャ ーロッ ク ・ ホームズの凱旋 森見登美彦

成瀬は信じ た道をいく  宮島　 未奈

ラ スプーチンの庭　 刑事犬養隼人 中山　 七里

能力で人を分けなく なる日 　 いのちと 価値のあいだ　  

最首　 　 悟

旅人　 ある物理学者の回想 湯川　 秀樹

車椅子の横に立つ人―障害から 見つめる「 生きにく さ 」 

荒井　 裕樹

シェ アラ イ フ ―新し い社会の新し い生き方 石山 アンジュ

なぜ働いていると 本が読めなく なるのか 三宅　 香帆

ネガティ ブ・ ケイ パビリ ティ ― 答えの出ない事態に耐える力

帚木　 蓬生

6 0歳から の生き 方図鑑 百田なつき

おひと り さ まの後始末 なと みみわ

一食一品つく るだけで栄養し っ かり と れるシニアごはん 

本多　 京子

図解でわかる再生可能エネルギー×電力システム 

エネルギー総合工学研究所

新着本を紹介し ます

※一部だけご紹介し ます。

■ 児童書

カ チコ チれいぞう こ だいさ く せん ユン・ ジョ ンジュ

ねこ のずかん 今泉　 忠明

きら き ら ぴかぴか 瀧　 　 靖之

おし り たんてい あら たなるかいと う  ト ロル

巨大地震のサバイ バル 洪　 　 在徹

日本の歴史できごと 事典 川口　 素生

■ 一般書

水車小屋のネネ 津村記久子

シャ ーロッ ク ・ ホームズの凱旋 森見登美彦

リ ラ の花咲く けも のみち 藤岡　 陽子

変な家  雨穴

モノ のお手入れ・ お直し ・ 作り かえ

 暮ら し の図鑑編集部

野球の経済学 小林　 　 至

金魚の泳ぐ プール事件 知念実希人

成瀬は信じ た道をいく  宮島　 未奈

　 自館の図書館で所蔵していない図書についてお互いに貸し 借り する図書館ネット ワークを「 相互貸

借（ そう ごたいし ゃく ）」 と 呼びます。 この制度を使って、 木頭図書館蔵書に無い本を徳島県立図書

館や他の市町村立図書館から 借り ることもできますので、 お気軽にお問い合わせく ださ い。

鷲敷図書室は、 ５ 月から 新体育館横に移転し ました。

相互貸借制度

mailto:hiranolibrary@gmail.com
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令和６ 年度 育成センタ ーだより  第１ 号令和６ 年度 育成センタ ーだより  第１ 号

令和６ 年度 令和６ 年度 

町青少年育成セン タ ー活動開始町青少年育成セン タ ー活動開始

那賀町青少年育成センタ ーの概要那賀町青少年育成センタ ーの概要

職員紹介職員紹介

新緑が美し く なり 、 日本列島にも よ う やく 待ち わびた本格的な

春がやっ てき まし た。 各学校、 職場においては新し い友人、 新し

い同僚と の出会いがあり 、 気持ち も 新たに意欲的な 新年度のス

タ ート がき ら れたこ と と 思います。

町内の各学校においては、 ４ /８ （ 月） には令和６ 年度の新学

期がスタ ート し 、 ４ /９ 日（ 火） には新生活に向けて大き な期待

に胸を ふく ら ま せ、 夢と 希望にあふれた新入生が入学さ れま し

た。 そんな子ども たち が、 本年度も 安全安心で、 楽し く 元気で生

き 生き と 、 充実し た学校生活が送れる こ と を 心よ り 願っ ており ま

す。 そのために、 当セン タ ーは学校、 家庭、 地域、 関係機関と 連

携を 図り ながら 、 健全育成に取り 組んでまいり たいと 考えており

ます。 どう ぞ、 本年度も 皆様のご協力ご理解を いただき ますよ う

宜し く お願いいたし ます。

１ ． 重点目標

（ １ ） 補導活動のより 一層の推進

（ ２ ） 学校･地域･関係諸機関と の連携体制の強化

（ ３ ） 自立支援･少年相談活動体制の確立

（ ４ ） 不審者対応パト ロールの強化

本年度の那賀町青少年健全育成セン タ ーの職員は次の通り

です。

ヴォ ルティ スサッ カ ー教室

き ゃ っ ち ぼーる プロ ジェ ク ト

那賀町こ ども 園イ ン ディ ゴ野球交流

ひよ こ かけっ こ 教室と ク ロ スカ ン ト リ ー記録会

相談ホッ ト ラ イ ン相談ホッ ト ラ イ ン

電話： 6 2 –1 1 0 6

携帯： 0 9 0 –3 1 8 4 –3 6 4 6（ ショ ート メ ール）

月～金 9 ： 0 0 ～1 7 ： 0 0

那賀町教育委員会（ 担当： 丹生）

所 長 岡川　 雅裕 教 育 長

副 所 長 丹生　 大三

事 務 局 長 中元　 祥夫 教 育 次 長

少年補導職員 高橋　 　 愛 阿南警察署

〃 井上　 純子 〃

スク ールサポータ ー 清野　 洋二 〃

種樹 長さ 径級 平均単価

杉

３ ｍ

10～13 6 ,0 0 0円/㎥

14～16 14 ,0 0 0円/㎥

18～22 14 ,0 0 0円/㎥

４ ｍ

10～13 9 ,0 0 0円/㎥

14～16 12 ,0 0 0円/㎥

18～32 16 ,0 0 0円/㎥

種樹 長さ 径級 平均単価

桧

３ ｍ

10～13 6 ,0 0 0 円/㎥

14～16 15 ,0 0 0 円/㎥

18～22 16 ,0 0 0 円/㎥

４ ｍ

10～13 9 ,0 0 0 円/㎥

14～16 19 ,0 0 0 円/㎥

18～22 19 ,0 0 0 円/㎥

令和６ 年

木材市況木材市況
《  相生共販所 》

●売上数量
　 1,360㎥
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鷲敷地区のみなさ んへ

鷲敷地区の大型ゴミ 収集は６ 月ですが、 受付は収集月の前月中までです。

※各地区の収集日はゴミ 収集カ レンダーでご確認く ださ い。

受付期日までに役場窓口でシール券をご購入く ださ い。

・ 大型ゴミ の品目によっ てシール券の金額は異なり ます

　（ 詳し く は窓口または環境課へおたずねく ださ い）。

・ １ 回の回収で１ 世帯につき 1 0 個まで大型ゴミ が出せます。

・ 直接のお持ち込みについてはク リ ーンセンタ ー

　（ ℡ 0 8 8 4 -6 4 -0 7 5 4 ） へご連絡く ださ い。

　【 問い合わせ先】 那賀町役場環境課　 TEL 0 8 8 4 -6 2 –1 1 9 2

5 月の行政相談開設日

5 ・ ６ 月の人権相談
相談は無料で秘密は固く 守ら れます。

お気軽に人権擁護委員にご相談く ださ い。

相談を 希望さ れる 方は前日までに住民課（ TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 4 ） までご連絡く ださ い。

相 談 日： ５ 月23日（ 木） 10 ： 0 0～12： 00

相談場所： 地域交流センタ ー

相 談 日： ６ 月 ３ 日（ 月） 10 ： 0 0～12： 00
相談場所：  地域交流セン タ ー、 相生老人福祉セン タ ー、 上那

賀支所、 木沢支所、 木頭支所

６ 月の大型ゴミ の受付は５ 月末までです！

3 月

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
権
利
で
あ
り
、
人
種
や
民
族
、
性
別
な

ど
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
に
共
通
し
て
備
わ
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

　
那
賀
町
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所
を
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
等
、
人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

開催日時 相談所 相談委員

５ 月16日（ 木）10時　 　 ～12時 那賀町地域交流センタ ー 西田　 　 整 委員

５ 月22日（ 水）10時　 　 ～12時 相生老人福祉セ ン タ ー 中田　 昌一 委員

５ 月17日（ 金）13時半～15時半 上 那 賀 支 所 新居　 　 貢 委員

５ 月17日（ 金）９ 時　 　 ～12時 木 頭 文 化 会 館 熊森　 末子 委員

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

５ 月

６ 月
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（
木
頭
） 那賀町の子育て情報は「 那賀町子育てネッ ト 」

で検索 ～妊娠・ 出産・ 子育て～

那那賀賀町町子子育育ててネネッットト

電話も し く は、 イ ン タ ーネッ ト から ご 予約く ださ電話も し く は、 イ ン タ ーネッ ト から ご 予約く ださ

い。い。

（ 注意） 役場・ 各支所では受付・ 交付でき ません。（ 注意） 役場・ 各支所では受付・ 交付でき ません。

妊娠から 子育てのご相談については、「 那賀町地域妊娠から 子育てのご相談については、「 那賀町地域

子育て世代包括支援セン タ ー（ 保健セン タ ー内）」子育て世代包括支援セン タ ー（ 保健セン タ ー内）」

へお気軽にお問い合わせく ださ い。へお気軽にお問い合わせく ださ い。

【 予約・ お問い合せ先】

那賀町子育て世代包括支援センタ ー

（ 保健センタ ー内）

T E L： 0 88 4-62 -3 89 2

所在地： 那賀町大久保字大西3-2

◀ 妊娠届予約

はこ ち ら

妊娠届妊娠届の受付との受付と 母子手帳母子手帳の交付はの交付は

保健センタ ーで行っ ています。保健センタ ーで行っ ています。

那賀町地域特産品開発那賀町地域特産品開発

チャ レ ンジ事業等補助金についてチャ レ ンジ事業等補助金について
那賀町では、 地場産業の振興を 図るために地域資源等を 生かし た地域特産品を 開発する者およ び

新規事業創出の取り 組みを 行う 者に対し 補助金を 交付し ます。

申込・ 問い合わせ先： 那賀町みら いデジタ ル課（ TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 8 4 ）

・ 町内に事業所を有する 法人等・ 町内に事業所を有する 法人等

・  那賀町暴力団排除条例に定める 暴力団に関係し・  那賀町暴力団排除条例に定める 暴力団に関係し

ていないこ とていないこ と

・ 町税等を滞納し ていないこ と・ 町税等を滞納し ていないこ と

・  地域特産品を 新たに開発又は改良し 、 商品化す・  地域特産品を 新たに開発又は改良し 、 商品化す

る 事業る 事業

・ 地域特産品の宣伝普及事業・ 地域特産品の宣伝普及事業

・ 新規事業分野への進出事業・ 新規事業分野への進出事業

　　  （ ただし 、 他の補助金の交付を受ける事業は除く ） （ ただし 、 他の補助金の交付を受ける事業は除く ）

１ ． 補助金対象者 ２ ． 補助金対象事業

・  予算の範囲内おいて補助対象経費の２ 分の１・  予算の範囲内おいて補助対象経費の２ 分の１

以内と し 、 限度額は2 0 0 万円。以内と し 、 限度額は2 0 0 万円。

・ 地域特産品開発又は改良に要する 経費・ 地域特産品開発又は改良に要する 経費

・ 販売促進係る 広告宣伝に要する経費・ 販売促進係る 広告宣伝に要する経費

・ 新規事業の創出に要する経費・ 新規事業の創出に要する経費

　（ ただし 、 人件費及び光熱水費は除く ）　（ ただし 、 人件費及び光熱水費は除く ）

３ ． 補助金額 ４ ． 補助金対象経費


